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データベース構築促進及び技術開発に関する報告書

信濃毎 日新聞記事データベースの構築

平 成9年3月

'

財団法人 データベース振興セ ンター

委 託 先 信 濃 毎 日 新 聞 株 式 会 社



この事業は、競輪の補助金を受けて実施 したものである
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序

デー タベースは、わが国の情報化 の進展上、重要な役割 を果たす もの と期待 されている。今

後、デー タベースの普及に より、わが国において健全 な高度情報化社会 の形成が期待 される。

さらに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献お よび 自由な

情報流通の確保 の観 点か らも必要である。 しか しなが ら、現在わが国で流通 してい るデータベ

ースの中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国データベースサー ビ

スひいてはバ ランスある情報産業の健全な発展 を図るためには、わが国独 自のデータベースの

構 築およびデータベース関連技術の研究開発を強力 に促進 し、データベースの拡大 を図 る必要

があ る。

このよ うな要請 に応 えるため、(財)デ ータベ ース振興セ ンターでは 日本 自転車振興会か ら

機械 工業振興資金 の交付 を受けて、データベースの構築および技術 開発 について民間企業、団

体等に対 して委託事業を実施 してい る。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要 で、

また地域お よび産業の発展の促進 に寄与す ると考え られてい るデータベースの構築 とデータベ

ース作成の効率化、流通の促進、利用 の円滑化 ・容易化などに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハ

ー ドウェア技術である。

本事業の促進 に当たって、当財団に学識経験者 の方々で構成す るデータベース構築 ・技術 開

発促進委員会(委 員長 東海 大学教授 上條史彦氏)を 設置 している。

この 「信濃毎 日新聞記事データベ ースの構築」は平成8年 度 のデー タベースの構築促進 およ

び技術開発促進事業 として、当財 団が信濃毎 日新聞株式会社 に対 して委託実施 した課題の一つ

である。 この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野 の皆様方のお役に立てれ ば

幸いである。

なお、平成8年 度データベ ースの構築促進 および技術開発促進事業で実施 した課題 は次表の

とお りである。

平成9年3月

財団法人 デー タベース振興センター



「

平成8年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題

分 野 課 題 名 委 託 先

1.報 道写真 を中心 とした商用デジタル写真デー ㈱毎 日新聞社

タベース構築

社 会 2.WWWに よる医薬情報全文検索データベース 日本電子計算㈱

の構築 と利用者Q&Aデ ー タベースシステム

の構築

3.生 活博 物 史 デー タベ ー ス の構 築 ㈱NHK情 報ネ ッ トワーク

4.信 濃毎 日新聞記事データベースの構築 信濃毎 日新聞㈱

5.患 者投薬時に交付す る服薬等指導文書のデー ㈱YS企 画

タベース構 築

中小企業振興 6.自 治体議事録 のSGMLデ ータベース化 と情 ㈱会議録研究所

地域活性化 報検索ブラウザ機能開発

7.全 国ベ ンチ ャー 支援機 関 のネ ッ トワー ク化 に ㈱ 日本インテ リジェン トト

よる起業化支援データベースのプ ロ トタイ プ ラス ト

構築

8.イ ンター ネ ッ トを用 い たイベ ン ト情 報 サ ー ビ (社)日本イベ ン ト産業振興

ス 協会

、 9.デ ー タベ ー ス ク リア リングサー バ のプ ロ トタ セ ン トラル開発㈱

イブの作成 情報図書館RUKIT

10.中 堅 ・中小企 業 向け顧 客デ ー タベ ー ス利 用 ソ ㈱ 日経 リサーチ

フ トのプロ トタイプ作成

技 術 11.写 真 デー タベ ー ス へ の感 性 か らの接 近 に 関す ㈱ 中日新聞社

る調査研究

12.イ ンター ネ ッ ト上 の情報 オブ ジ ェク トを利 用 ㈱新世代 システムセ ン

した高信頼アプ リケー シ ョン開発技術に関す タ ー

る調査研究
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1.開 発 の概 要

1.1背 景 と 目的

平成10年2月7日 の長野冬季五輪開幕まで、あ とわずか…。 国際的イベ ン トを目前に

控 えた信州 は、 さまざまな面で大きな変容を遂げよ うとしてい る。その一つは、高速交通

網 の整 備だ。平成8年9月3日 に、県営松本空港か ら 「世界」へつながる関西国際空港へ

の乗 り入れがスター ト。続 いて11月15日 には、初の国際チ ャー ター便が、釜 山へ と飛

び立った。陸上では、同 じ11.月 に上信越道の小諸一更埴間が開通、県内の高速道路計画

は、一部供用か ら約20年 ぶ りにほぼ完成をみた。 さらに北陸新幹線。9年 秋の長野 まで

の開業 を目指 して着々 と工事が進み、試験走行 も始 まっている。

緑豊かな山国に延 びるこ うした 「人」 と 「物」のハイウエーは、それだけで も、地域社

会へ非常なイ ンパ ク トを与えずにはおかない。 こ うした状況下で今、一段の飛躍へ向けて

求 め られ るのが、ま さに 「情報」のハイ ウエーであ り、そ こを走 るコンテ ンツである。

信濃 毎 日新聞は、長野県民の主読紙 として朝夕刊約45万 部を発行。明治6年 の創刊以

来123年 の歴史のなかで、各層か ら厚い信頼 を受 けている。 日々集積 する豊富で確かな

情報をデータベースに蓄積 し、広 く一般に公開。地域情報化への寄与 を通 じて、産業経済

と文化 の発展 に、い ささかの役割 を担 うこととした。

1.2実 施 内容 と成 果

信濃毎 日新聞記事データベ ースは、試験的に社 内利用を始 めていたが、これの一般公開

に踏み切 るに当たっては、▽システムの整備 と、▽運用体制の強化 の両面か ら、各種

の見直 しを行 った。前者では中核 サーバの2重 化 と蓄積容量の拡大。後者では、各種 自動

処理 の活用によって、作業の効率化 とともに、結果の標準化 を徹底す ることを柱 とした。

また 日々の構築業務 と並行 して、提供形態を固め、契約ユーザ(会 員)を 開拓。一方 では

システム と運用の双方で 「避 けては通れぬ」著作権問題のク リアを図った。

蓄積 は、朝夕刊それぞれ の最終(新)版 が対象。午前 ・午後毎 日2回 の検討会で編集上

の方針 を決 め、掲載記事の文字テキス トほぼ全量 と、紙面の画像イ メー ジ全件、および主

要な写真情報を相互に関連付 けて収録 した。その際に、 「主題」 と 「種別」2系 列 の分類

の付与等 を中心 にして、データの管理情報 を充実。 これによ り一般 ユーザの多様 な検索要

求に も耐 え得 るよ う努 めた。

と りわけ、長野五輪関係 と地域情報は、細大漏 らさず蓄積。思い付いた言葉に よるキー

ワー ド検索のほか、主題分類に 「五輪」や 「冬季」 「地域生活」な どの項 目を設 け、 目的

の情報が系統立てた形で、ま とめて入手できるよう配慮 した。

長野五輪 に関す る情報にっいては、競技施設や交通網の建設 ・整備、 さらに地域のボラ

一1一



ンテ ィア活 動等 も含 めた周辺 状 況 な どを、 日々の ニ ュー ス 、特集 、連 載 、 あ るい は別 刷 り

紙 面 な どで 克 明に追 ってい る。 これ らデー タ が随 時、居 なが らに して 閲覧 で き るこ との意

味 は 、大 きい であ ろ う。

公 開の実務 面 で は、平成8年12月 中旬 か ら、 まず 県 内の有 力企 業等 を訪 問 して利 用 を

勧誘 。9年1月 か ら順 次 契約 を交わ し、2月 にサー ビス に入 った。 そ の際 、各情 報 の 間を

行 き来 で き る関連 検 索 の機 能 や 、紙 面 のイ メー ジ が、専 用端 末 の フル ス ク リー ン検 索 の場

合 は直接 、 画面 上 に表 示。 一般 のパ ソコン、 ワー プ ロでの ライ ンモ ー ド検索 で は 、任 意 の

フ ァクスか ら出力で きる機 能 にっ いて 、高 い 関心 を呼び 、評 価 を得 た こ とが特 筆 され る。

蓄積 の状 況 は、公 開直 前 の平成9年1月 の段 階 で、 下記 の よ うで ある(た だ し写真 情 報

につ いては 当面 、非公 開 とす る)。

(1)記 事情報(文 字 テ キ ス ト)150,628件

(2)紙 面情報(画 像 イ メー ジ)23,672件

(3)写 真 情 報(文 字 テ キ ス ト)51,452件

この うち、五 輪 関係 の記事 情 報 は全体 の約2.3%・3,437件 となっ てい る。

1.3実 施体 制

信濃毎 日新聞社 では、関係各部門での長期にわたる基礎研究を経 て、平成7年1月 にデ

ー タベース室を新設。併せて、構築 を支援するた めの、社 内各分野の責任者か らなるデー

タベ ース委員会 を組織。直 ちにシステム開発に着手 した。

同年7月 には新聞情報 の蓄積開始 にこぎっけ、翌8年1月 か ら社 内での試験的な利用を

スター トさせた。同年4月 には 「メデ ィア開発局デ・一一・・タベース部」に組織変更を行 い、外

部提供への研 究を深 めることとした。

その後、同年7月25日 付で(財)デ ータベース振興センターか ら、本課題 を受託。 こ

れ を機 に一般公 開へ向けて、本格的な推進態勢に入 った。

人員については、組織変更に伴 う所属部署の異動はあった ものの、 「室」 当時か ら参画

していた社員4人 が引き続 き 「核」 となる業務を担 当。 これ に、主 としてデータ編集 の要

員 として、1日 平均5人 の派遣女性社員が加わる体制 とした。

事業推進 に際 しての当社 の特徴的な取 り組み として、記者 自身が原稿 を執筆する段階か

ら、あらか じめ分類な どの管理情報 を記入。 これが、 自動的にデータベースのインデ ック

ス情報に設定 され る仕組みに していることがある。検索利用の効率化 と、構築の省力化の

両立のための独 自の試みであ り、 こうした 「社 を挙 げて」の態勢 をバ ックに して、本格化

す るマルチメデ ィア社会への、 さらなる貢献の道を探 る方針 である。

なお基幹プログラムの開発 は富士通株式会社。料金業務 は、系列の株式会社信毎フォ ト

サー ビス と連携 して行 うこととした。
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1.4実 施 経 過

平 成8年7月25日

7月25目

8月10日

8月13日

8月21日

9月18日

10月1日

10月11日

11月7日

11月20目

11月25日

12月12日

12月18日

平 成9年2月1日

(財)デ ータベ ース振興セ ンター と委託契約 を締結

公 開に向けたシステム環境の構築 を開始

データベースの公開方式、サー ビス内容 を検討

データベース利用料金の調査 ・研究を開始

データベース会員規約案 の作成

公 開にあた り著作権問題 に関する協議

公 開に ともな う検索システム設計、環境設定 を開始

公 開のため既存のデー タ移行 と編集 ・登録 を開始

著作権問題 で通信社 との協議及び詰めの作業

公 開に向け検索システムの機能追加

利用料金請求のための課金プ ログラム開発を開始

利用料金 ・会員規約 の決定

デー タベース会員獲得のため各企業を訪問

デー タベースの一般公開を開始
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2.実 施結 果

2.1シ ス テ ム の構 成

2.1.1概 要

信濃毎 日新聞記事データベース ・システムは当初 、富士通株式会社(富 士通㈱)製 のU

NIX系 ワー クステー シ ョン 「DS/907650H」1台 を中核のサーバに置 き、同

パ ソコン 「FMV」7台 を主に編集作業 、同 「FMR」2台 を主に運行管理用のクライア

ン トとして、LAN上 、および回線 により接続。平成7年7月1日 から稼働 し、翌8年1

月初 めには、編集支援 を中心に社 内での利用を開始 した。

その後、地域 の情報化 に寄与すべ く、一般(商 用)公 開の方針 が固まったのに伴 い、同

年7A末 か ら8月 上旬 にかけて、次 のような補強 を加 えて新 システムに移行 した。

(1)サ ーバを、上位機種 「DS/9077001」2台 の クラスタ構成 とし、障害

への安全性 と処理能力を高 めるとともに、G4フ ァクス機能 を新 たに導入 した。

(2)同 従来機 「7650H」 を、回線系の制御(フ ロン トエ ン ド)、 お よび元 もとあ

ったG3フ ァクスの処理(バ ックエ ン ド)に 転用 して、負荷 の分散 を図った。

(3)同 、デ ィスクア レイ32ギ ガ ・バイ トを増設 し、蓄積容量を拡大。併せてクライ

ア ン トのパ ソコン 「FMV」4台 を追加、作業量の増大な どに対応 した。

各種データの取得先である新聞制作 システム(CTS)側 には、デー タベース側 との連

携 の ソフ トウェア機能一式、お よびイ メージ処理等のハー ドウェアを用意 し、回線(文 字

テキス ト)とLAN(画 像イ メージ)で 結合 している。周辺機器 を含 めた全体的なシステ

ム構成の概 要を図2-1に 示す。 なおLAN上 のパ ソコンは、すべて検索 も兼用である。

蓄積す る情報は以下の3種 とし、システム的には、それぞれ 固有のイ ンデ ックスを持つ

独 立 したデータベース として管理 してい る。

(1)記 事情報(前 文や本文、併載表な どの文字テキス ト)

(2)紙 面情報(広 告部分 を含む画像イメージ)

(3)写 真情報(説 明文=キ ャプシ ョン=の 文字テキス ト)

上記各情報 にっいて、それぞれ個別 に直接ア クセスす るほかに、他へ遷移 し、相互に関

連検索が行える仕組み に してい る。 また紙面のイメージは、画面上に表示す るだけではな

く、任意のファクスへの出力ができるよ うに している。公 開に先立 って、その際の指示の

簡 略化や、地域別切 り替 え広告の要否 を選択可能にす るな ど、周辺機能 の拡充を図った。
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2.1.2ハ ー ドウ ェ ア

中核 となるサーバ系の構成は概略、図2--2の とお りである。磁気ディスクの一部 を共

有 のネ ッ トワークファイル としてお り、 「77001」 と 「7650H」 双方か らの同時

アクセス、お よびLAN上 にあるクライアン ト系での編集作業に際 し、 ローカル ファイル

と全 く同様 に して参照 ・更新が行 える。

検索用のデータベースの物理 ファイルについては、当月分 を、一般ユーザが実際にアク

セスする参 照(公 開)系 と、追加 ・修正のための更新(待 機)系 の、二重構成 で運用。編

集作業を終えた後の 日次登録処理 に伴 い、おお よそ次のよ うな手順で相互に切 り替える仕

組み を採 っている。

(1)現 在の参照系のデー タ内容 を、同更新系に複写

(2)更 新系に、当 日の追加 ・修 正を反 映

(3)両 系のパ ス(フ ァイル名)を 交換

(4)更 新系→参照系に、参 照系→更新系に

この間の動作はシステム的にほぼ 自動で制御、かつ切 り替えは一瞬である。 これ により

事実上 「ノンス トップ」の公 開サー ビスを可能 にしている。

当システムの場合、圧縮状態で1ペ ージ約700キ ロ ・バイ ト、月間で1ギ ガ ・バイ ト

前後 に達す る紙面イ メー ジについて、その蓄積媒体 をど うす るかが重要な課題 となる。 い

ずれ は、60万 ペ ージ近い過去の紙面のマイクロフィル ム も、デジタル化の必要がある。

この問題については、直近 の4～5年 分はスピー ドを優先 して通常の磁気ディスク内に

格納。超 えた分は、コス ト面 も考慮 に入れて、光磁気デ ィスク(MO)ま たはCD-RO

M、 状況によってはDVDな ども含 めて研究を進 めるこ とに した。

現状では磁気デ ィス クのみの構成 で、平成10年2Aの 長野五輪終了時までの容量を見

込んでいる。なお紙面イメージにっいて、ファイルの完全な二重化は、容量的に極 めて困

難。テープに吸い上げ、専門会社の倉庫内に保 管す る形でバ ックア ップをとっている。
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ハー ドウ ェア構 成
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図2-2
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2.1.3ソ フ トウ ェ ア

サーバ系 とクライア ン ト系の構成 は概略、図2-3の とお りである。基幹 ソフ トウェア

について、検索 ・編集 の両部門を包括 的に管理す るDBMS(デ ータベース ・マネジメン

ト・システム)と して富士通㈱のTRENDAS/MRを 、検索エ ンジンとして同FAI

RS-SVを 選定、搭載 してい る。

基幹 ソフ トウェアにっいては、将来 の多様な電子情報サー ビスを念頭 に、現在 ある3種

類 の新聞情報相互 の間、お よび近 く追加 する予定の人物情報な どとの関連検索(リ ンク)

と、マルチメデ ィアへ の対応 を最大 限に重視 した。 このため、システム内の各個別データ

ベ ースごとに、オブジェク ト指向型 の素材(原 本デー タ)フ ァイル と、イ ンデ ックス(属

性項 目)フ ァイル とを、明確 に区分 している。 さらに各物理デー タベースに関 して、特定

期 間ごと(基 本は1カ 月)に 分割 して制御す る体系を採 っている。

前記TRENDAS/MRで は、イ ンデ ックスが同一構造の ものについては、グループ

化 して取 り扱 うことを可能に してお り、例 えば 「姉妹紙」 と横断(一 括)検 索な ども容易

に行 える仕組みである。

他方、データベースのプ ロデューサ の立場か ら、検索部門 とともに、素データの編集部

門 も大 きなテーマ となる。基本機能 に対 して相 当量のプ ログラム追加 を行い、各種属性情

報の内部発生を中心に して、大幅な 自動化 を実現 している(概 要は2.3.4項)。 公開

に当たっては、作業の省力化の狙 い もさるこ となが ら、 「標 準化」を進 める側 面に力点 を

置 くこととした。 なお全般 を通 じて、イメージ表示など周辺の各種 ソフ トウェアにつ いて

は、市販のOAプ ロダク トを多用す るなどによ り、 コス ト低減 の工夫 も試みている。
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ソ フ トウ ェア構 成

DS/90

CXP/DS

クラス タ制御

AFFS

C-ISAM

SymfoNet/基 本運 用

FAIRS-SV

TRENDAS/MR

FAX出 力

オプ ション

TRENDAS/MR

サ ー バ 基 本

TRENDAS/MR

拡 張検 索

TRENDAS/MR

PRESSイ メーゾ

連 携 オプ ション

DS/90

CXP/DS

LVCF

AFFS

C-ISAM

FAIRS-SV

SPI制 御

TRENDAS/MR

FAX出 力

オプ ション

TRENDAS/MR

サ ー バ 基 本

記事集配信受信オプション

TRENDAS/MR

拡 張 検索

TRENDAS/MR

PRESSイ メーシ"

連 携 オプ ション

「

lFMV-590

MS-DOS6.2

MS-WINDOWS3.1

InetBIOS

PC-NFS

TRENDAS/MR編 集WS

TRENDAS/MRマ ルチメデ ィアクライアント

ImageTOOL－ ランタイム

MY-Image/win

FMR-280

MS-DOS6.2

MS-WINDOWS3.1

InetBIOS

TISP

F6650WSLIB

CPMGR

TRENDAS/MRPRESSテ キストオプ ション

TRENDAS/MR編 集WS

)

図2-3

一9一



2.1.4ユ ー ザ 管 理

信濃毎 日新聞記事データベースの公 開に当たっては、各ユーザ ごとにその識別 ・認証 と

提供(参 照)サ ー ビスの範囲な どを、従来以上に厳密 に管理す る必要がある。この辺の制

御 については、識別等は通常 と同様 にIDと パスワー ドによる。参 照範囲等は 「ユーザ管

理簿」中の 「ユーザ ランク」によって、各IDご とに所要の制限 を加 える仕組みである。

また ファクス関係で も別に専用の管理簿 を用意 してお り、各IDご とに、出力の可否が設

定で きる。

上記ユーザ ランクでは、参 照範囲等 にっいて、次のよ うな項 目の設定が行 える。

(1)ア クセス可能なデータベース

(2)著 作権制 限に従 う/従 わない

(3)公 開 日制限に従 う/従 わない

著作権制 限は、2次 利用の許諾が得 られない ものを対象 に、編集作業でフラグをONと

す る。記事 と写真 の両情報 について、識者の寄稿などに適用す る。公開 日制限は、参 照を

解禁する 目付 と時刻を、必要に応 じてセ ッ トす るもの。紙面情報の場合は、印刷 開始予定

日時 を自動 的に埋 め込む。運用によ り、無条件の参照制限に使用す るこ とも可能 である。

2.1.5対 象 デー タの 取得

社 内の新 聞制作 システムの関係各 ファイルか ら、前記3種 類 の情報 の素データを取 り込

み、所要の編集操作を加 えた後、検索ファイルに登録 ・追加す る。1日 の平均で、▽記事

情報300件 ▽紙面情報50件 ▽写真情報100件 の蓄積ペースである。

この うち記事 と写真情報にっいては、制作システム側で、版 下用のフィル ムの出力を契

機 に、まず送信待 ちのファイルを内部的に生成。その後 、運行管理端末か らの指示 により

データベース側に取 り込 まれ る。 なお編集前の素デー タの件数は、記事1件 が複数 の電文

か ら構成 され ること、見出 しも含む こ と、な どか ら上記蓄積件数の数倍 に達す る。

紙面情報の場合には、版 下フィル ムの出力 と同時に、特 に指示な しでデータが取 り込ま

れ る。その際、所要(最 低限)の イ ンデ ックスが 自動的に作成 されて、直ちに検索利用が

可能 な状態 となる。いわゆる電子新 聞の1つ の切 り口とも言い得 る。

なお技術的な制約や外注等の事情 で、直接は取 り込 めないデー タがある。文字テキス ト

に関 しては、紙面のイ メージを ソフ トOCRで 読み取ってコー ド情報化。画像イ メージに

関 しては、実際の印刷紙面 をA2版 スキャナ に掛 ける方式で対処 している。いずれ もクラ

イア ン ト端末の側での機能、操作 となる。
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2.1.6対 象 デー タの範 囲

蓄積す るデータにつ いて、対象は、長野本社印刷の朝 ・夕刊セ ッ トの最終版 と、塩尻印

刷分(当 社 は2カ 所発行体制)を 含 めた、全地域面 を基本 に してい る。 内容 的には、記事

と写真情報の場合 ▽著作権の関係 など運用的、技術的に制約が伴 うもの ▽会議等 の予

定 など、長期に保存す る意味が薄い もの は除いている。ただ し、特に長野五輪に絡むケ

ースに関 しては、公 開に備え、細大漏 らさず取 り込むよ うに してい る。

紙面情報 は、広告の地域別切 り替えを含 め、原則的に全件を蓄積 す る。その際、いわゆ

る切 り抜きの状態ではな く、1ペ ージ丸ごととしているのが、従来にない形態である。

これは、新聞が 「見出 しの段数 ・配列や、全体の割 り付 けによ り、ニュース個々の重要

度 と、相互の関連性 を明確 に している」点にこそ、他 メデ ィア との差 がある。従 って レイ

ア ウ トそれ 自体が情報であ り、デー タベースで も継承すべ きだ…との認識に基づ くもの。

なお紙面のイ メージには当然、掲載 された 「すべての情報」が含まれている。 この 「メ

リッ ト」を生かすため、本文は蓄積 しない記事 も、見出 し、および紙面のイ メージにた ど

り着 くのに必要なキー ワー ドや属性情報な どを、出来 るだけ登録す るよ うに している。
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2.2公 開の 形 態 と内容

2.2.1概 要

信濃毎 日新聞記事データベースは、先述 した ように、▽記事情報 ▽紙面情報 ▽写真

情報 の、3種 類か ら構成 されている。 ここで、各データベースについて、それぞれ に直

接アクセス(単 独検索)す るほか、次のよ うなことが行えることを特徴 としている。

(1)関 連検索

例 えば、現在表示 中の記事情報A(文 字テキス ト)→Aに 併用の写真情報B(文

字テキス ト)→Bが 掲載 され た紙面情報C(画 像イメー ジ)→C内 の別 の記事情

報D… のよ うに して順次、他のデータベースへ遷移す ることが可能。 これ によ

り、狙 ったテーマ を効率よ く、かつ系統立てて調べ るこ とができる。

(2)フ ァクス

紙面のイメージは画面上に表示するほかに、任意 の端末か ら任意のファクスへ出

力することが可能。 これに より、通常の文字テキス ト型では困難だった、付表や

図解 ・写真等の参照が容易 に行 えるため、 より正確な理解を得 ることができる。

地域の情報化への寄与を 目指 し、蓄積 したデータ資産を一般公開するに際 しては、以上

の特徴 を十分に生かす ことを踏まえた うえで、▽システム的な形態 と、▽提供 内容(コ

ンテンツ)の 、2つ の側面 を絡 めなが ら検討 を進 めた。

まず前者では、イ ンターネ ッ トが急速 に普及するなかで、アクセスのた めの通信ネ ッ ト

ワークをどうすべきか。後者 では、著作権対策の関係で、特に紙面イメージは 「100%

の ク リア」が難 しい要素を抱えてお り、これ をど う扱 うべきか、が焦点 となった。

慎重に研究 した結果、いずれ も 「現実的かつ段 階的」に対応すべ きである、 との認識 を

基に、当面は次の ような方針 で事業を展開す ることとした。

(1)提 供形態は大筋、次のよ うな流れ とす る。

▽第1次:平 成9年1Aか ら、公衆回線経 由で直に接続す る方式 を前提に、対象

ユーザ を県内の有力企業等に限定、ライ ンモー ド型 の検索を主体に始

動す る。

▽第2次:同 年 下期か ら、インターネ ッ トを使い、一般法人や個人に も広げる。

(2)提 供内容は、まず記事情報 と紙面情報の両者に絞 るこ とにす る。写真情報に関 し

ては、保存媒体 のデジタル化な ど、条件の整備 を待 って公開する。また著作権に

絡む公 開制限(ロ ック)措 置を、従来 は記事情報 と写真情報だけに設定 していた

が、 この適用 を紙面情報 について も広 げるこ とにする。
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2.2.2通 信 方 式 と検 索端 末 の選択

当デ ー タベ ー ス とユ ーザ を結 ぶ 回線 は 、本来 な らば要所 にア クセ ス点 を置 い て、 ど こか

ら接続 して も均 一(市 内)の 料 金 とす べ き とこ ろであ る。 が 従来 、社 と して この種 の通信

網 は特 に有 して い ない。 対応 を検 討 した結 果 、今 回の公 開の た めだ け に新 設 す るのは 、 コ

ス トの点 で 「尚早」 との結 論 に達 した。従 って現実 論的 に、 まず 社 内利 用 の延 長 で 、一 般

公 衆網 か ら直 接 、 シス テ ム にア クセ スす る形 でサー ビス を始 め る。次 い で 、事 実上 の通信

イ ン フラ とな った観 の あ るイ ンターネ ッ トを利用 す る。 以 降 は状 況 を見 つつ 、大 手 デ ィス

トリビュー タ との提携 や 、NTTのOCN(オ ー プ ン ・コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク)に

よる 自営網 の構 築 等 も含 め、 弾力 的 に展 開を図 るこ とと した。

他方 、検 索 端末 は従来 、 本社 内は フル ス ク リー ン型(LAN、 最高10メ ガ ・ビッ ト/

秒)、 支社 局 で は ライ ンモ ー ド型(TTY、 最高9600ビ ッ ト/秒)に よ ってい る。

機 能 的 に は、前 者 は紙 面 イ メー ジの画 面表 示 が可能 で あ り、後者 を しの ぐ。 しか しユ ー

ザ側 に専用 の ビュー ワを要 し、 テ ス トの結果 で は、回線 経 由だ とレスポ ンス に難 が あ る。

この た め公 開 に際 して は、 フル ス ク リー ン型 は 当初 は 「実験 的 」 な使 用 に とどめ、 ライ ン

モ ー ド型 を主 とす る こ とに した。 この場合 、紙 面 イ メー ジ は フ ァクス か らの 出力 とな る。

2.2.3著 作 権 対 策 とサー ビス範 囲

社外 の評論家に よる寄稿 などにっいて、新聞紙面以外の2次 利用には、原著作権者の許

諾が必要である。何 らかの理由で許諾が得 られないケースは、従来、記事情報 と写真情報

の両データベースで、元 もと登録 しないか、公開制限の措置を講 じてきた。制 限付きの場

合、本文の画面表示や掲載紙面のファクス出力が行えないように、プログラムでロックす

る仕組みである。 ところが、紙面情報データベースに直接アクセスす ると、制 限は機能 し

なかった。また同一の紙面で制限のない記事 を検索 した ときは、結果 として、制限のある

記事 もイメージ としては表示 ・出力 されて しま うという 「意図 しない」抜 け道がある。

公開に踏み切 るに際 して、現状のままの措置では不十分 との認識か ら、紙面情報データ

ベースについて も、特定の面名を対象 にロックが掛かるよう、プ ログラムを改造 した。 さ

らに運用上、ユーザ を ▽特別法人 ▽一般法人 ▽個人 の3つ の種別 に区分。先述 し

たランク等 の設定内容によって、紙面情報データベースへの直接アクセスの可否 と、ファ

クス出力の可否 を中心に、それぞれへのサー ビス範囲に 「ワク」 をはめる。 これ によって

著作権問題 についての側面か らの対応 を強化することとした。
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2.2.4ユ ーザ 区分 と料 金 の設 定

各ユーザ区分に応 じたサー ビス範囲にっいては、利用料金の設定 とも絡 めて検討。社内

を含 めて下記 に示す ような内容 に設定、管理 の徹底 を期す こととした。なお○は参 照(出

力)可 能、 ×は不可を表す。

社 内ユーザ 特別法人 一般法人 個人ユーザ

(1)記 事 情 報デ ー タベ ー ス

(2)紙 面情報 デ ー タベ ー ス

(3)写 真 情 報デ ー タベ ー ス

(4)紙 面情 報 フ ァクス

(5)著 作 権 制 限付 きデー タ

(6)公 開 日制 限付 きデー タ

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

×

×

○

×

×

○

×

×

○

×

×

×

×

×

利用料金については、▽会員制 を採 ること ▽端末側は会員の負担 とす るこ と を基本

に し、次のような方針 で臨む こととした。具体的な内容は、表2-1を 参 照。

(1)料 金 の構成要素

入会時の契約金 のほか、固定制の基本検索料 と、従量制の付加情報料お よび ファ

クス料 の各項 目か らなるもの とす る。

(2)契 約料 の考え方

各ユーザ 区分(言 い換 えればサー ビス範囲)に 応 じた、格差を設 ける。

(3)基 本検索料

各ユーザ 区分に応 じた、最低料金 の性格 を持つ もの とす る。ただ し大 口利用 は割

安 となるよ う、付加情報料 との絡み を考慮する。

(4)付 加情報料

本体(記 事の文字テキス ト、または紙面のイメージ)の 画面表示について、件数

をカウン トし、課金する。 フルスク リー ンでは、プ リンタ出力 も対象 にす る。

(5)フ ァクス料

紙面のイメージのファクス出力 について、枚数 をカ ウン トし、課金す る。画質を

考慮 して、G3とG4で 格差を設 ける。

付加情報料にっいては、第2次 公開のイ ンターネ ッ トの場合、接続 時間の正確 な認識が

難 しいため、件数課金に絞 ることに した。基本検索料がベースの 「控除」分 を設 け、単純

な計算額か ら差 し引 くこととし、大 口に有利な内容 とす る。なお情報への課金は、通信網

の多様化 を考慮、原則 としてアクセスのルー トには、 よらない もの とす る方針 である。
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表2-1

ユ ー ザ 区分 と利用料 金

区 分

会員種別 特別法人会員
一般法人会員 一般個人会員

端 末 フル ス ク リー ン ライ ンモー ド ライ ンモー ド ライ ンモ ー ド

入会契約金(初 期費) 50,000円 30,000円 20,000円 5,000円

貸与ID数(&台 数) 3個&1台 3個 2個 1個

基本検索料(固 定制) 30,000円 30,000円 10,000円 2,000円

付加情報料

(従量制)

記事表示 無料 100円/件

基本検索料 の

2倍 まで無料

100円/件 100円/件

基本検索料分まで無料

紙面表示 可 不可 不可 不可

印刷出力 100円/件

ファクス料

(従量制)

G3 不可 200円/件 200円/件 不可

G4 不可 250円/件 250円/件 不可

記 事 デー タベ ー ス 可 可 可 可

紙 面デ ー タベ ー ス 可 可 不可 不可

(注)セ キ ュ リテ ィ対 策 の関係 で 、 フル ス ク リー ン契約 の特別 法人 会 員 が フ ァクス 出

力 を行 う場合 、指 示 は ライ ンモー ドに よる こ とに した。
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2.3デ ー タ の編 集 と管 理

2.3.1概 要

蓄積の対象 となるデー タの うち、記事情報 と写真情報 は、新聞制作 システム側か らいっ

たんデータベース側 の 「編集前記事 ファイル」 に取 り込まれる。その際、パ ソコン 「FM

R」 で、シフ トJIS系 への文字 コー ド変換 と、制御符号の除去な ど初期処理 を行 う。紙

面情報は、新聞制作側 に専用のRIP(ラ スター ・イ メー ジ ・プロセ ッサ)を 設置。 ここ

で印刷版下用のA2版909dpiか ら、B4版400dpi相 当に間引いた、MMR圧

縮 ・TIFF形 式 の画像データを生成、いったん 「速報紙面ファイル」に取 り込まれ る。

なお記事情報 と写真情報にっいて、紙面 には掲載 されなかったデー タは、制作側 のフロ

ン トにある集配信 システムか ら、デー タベース側の 「多 目的ファイル」を経由 して取 り込

まれ る。 ソフ トOCRや 、スキャナ によるイメージ処理 の併用 は、先述の とお りである。

以上のよ うにして取 り込まれたデー タは、言 わば 「素材」である。1日 平均5人 の女性

スタ ッフを中心に、大筋下記 のよ うな編集操作 を加 えて、結果 を正規 の検索 ファイル に登

録 する。通常は朝夕刊 とも、発行 当 日の午後6時 過 ぎか ら参 照可能な状態 となる。

公 開に伴って、イ レギュラーなデー タの取 り込みを拡充す る一方、編集操作に関 しても

さらに確実を期す よ う努 めるこ ととした。全体 の流れは図2-4に 示す とお りである。

(1)素 材データの整形

記事 ・写真情報 の場合は、1件 で扱 うテキス トの連結や、表 の手直 しなど。紙面

情報では、地域別切 り替え広告の蓄積 に伴 う、不要な部分のカ ッ トな どがある。

(2)属 性情報の補完

分類 コー ドを含む内部発生項 目のチ ェックと修 正、お よび著作権に絡む公開制限

など、自動化が困難 な ものの追加設定を行 う。紙面情報 は、ほぼ 自動である。

(3)見 出 し文の設定

記事情報では書かれ てい る趣 旨を、写真情報 は被写体 の特徴 を、30文 字程度に

要約 して設定す る。紙面情報 は、朝夕刊 の別や面名が主で、ほぼ 自動である。

(4)キ ーワー ドの補完

自動抽 出された結果の確認 と修正、お よび不足する単語 の追加 を行 う。紙面情報

は、全ページ広告のスポ ンサー名な ど、ごく限 られた範 囲での処理 となる。

属性情報の うち分類 コー ド等 にっいて、 当社では、記者があ らか じめ原稿中に所定の形

式で設定。使いやす さと、後段 の作業の大幅な省力化を両立 させ ているのが特徴である。
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2.3.2キ ー ワ ー ドの 扱 い

当システムでの検索は、テキス ト中の名詞等の 自動 キー ワー ド抽出を前提 にした、 自由

語方式(フ リーターム)を 基本に しながら、補完的に、属性情報の指示に よる項 目値方式

を併用 し、多様 な 「要求」 に耐 えるように している。

立 ち上げが比較的容易であ り、処理 スピー ドに も優れ るとされ る全文サーチ型 を採 らな

かったのは、検索 ノイズが増 えがちな問題 と、新聞文章の特性や、将来のフィル タ リング

・サー ビス導入 なども含 めて検討。 「単語」の意識が明確 なキーワー ド型 の方が、む しろ

有利 と判断 され たためである。

ただ し標準提供(仕 様)の 抽 出機 能に、次 のよ うな変更 も加 えている。

(1)品 詞の扱い と文法的な切断 ・複合 ロジ ックを、一部修正。例 えば通常は地名接尾

語 となる 「県」を 自立語 として、文字の並び 「長野県議会」からはキーワー ドに

長野県議会 ・長野県 ・長野 ・県議会 ・県 ・議会の、計6単 語を抽 出。 これに よっ

て全文型の良 さを加 味できるように工夫 した。

(2)抽 出時に参 照され る辞書 について、例 えば 「協議会」等をあえて削除。文字の並

び 「○○協議会」か らは 「○○協議会」 とともに 「○○協」が抽出 されるよ うに

して、新聞に多い略語 ・略称への対応が、一部 システム的に行 えるよ う試みた。

(3)同 、長野県固有の地名や人名な ど約5000を 追加。その一方では、例 えば 「御

代 田町」が 「御代」 と 「田町」に分割 され るのを防 ぐために、県内に少 ない地名

の 「田町」は削除す るな どして、地元重視 の観点か らの使 いやす さを追求 した。

以上のよ うな措置によ り、余分 なキーワー ドが抽 出され るとい う、弊害 も伴 う。 これに

ついては、実際のイ ンデ ックス登録 を抑制す るための 「不要語」辞書 を整備す ることによ

り、対処 している。

なおキー ワー ドの抽 出は、編集作業 中の指示による実行 と、データベース登録処理 時の

自動実行 との、2つ の方法があ り、ケースによ り適宜使 い分 けてい る。

他方、実際の利用の場面では、同義語の整備が欠かせない。例 えば上の延長で 「社会福

祉協議会」について、略語 「社会福祉協」はいいが、同 「社協」だ とヒッ トしない。

従来、やや不足があった この面の対応に関 して、一般公 開を機 に、本格的に取 り組むこ

ととした。適用 によって増 えがちな ノイズを抑 えることと、生の情報が主体 となる新聞の

性格 を重視。基本線は次のよ うな考 え方で、順次、関係す る辞書の見直 しを進 めている。
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(1)標 準機能 として、同義語 とは別 に上位語 と下位語 も設定できる。が、一般ユーザ

が使 い分 けるのは、まず難 しい と思われ るため、同義語処理1本 に絞 る。

(2)そ の際、例 えば基準語 「長野冬季五輪」に対 しては、同 じ意味の 「長野五輪」や

「長野 オ リンピ ック」な どのほか、下位語に相当する 「長野五輪組織委」等 も同

義語 として登録。逆 に 「オ リンピック大会」な ど上位語に相 当す る単語について

は、 ヒッ トし過 ぎの結果 を生むため、含 めないことにす る。

(3)定 義 の対象は、上例 のような 「表記 の違い」の吸収を中心に選択。例 えば 「ヤ ド

カ リ」 に対す る 「宿借 り」は同義語 に して も、 「居候」な どの演 えき的、連想的

な関係 にある単語 は、除 くことにす る。上位語の場合 と同様 に、 ヒッ トし過 ぎの

弊害の考慮か らである。

なお同義語の辞書は、キーワー ド抽 出時ではな く、検索時に展開(参 照)さ れ る。利用

中で も随時、適用の要否が選択できる。
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2.3.3属 性情 報 と分 類 コー ド

記事情報 ・紙面情報 ・写真情報 の各データベースにっいて、発行 日付、朝夕刊の別、版

名、面名、ペ ージ数 な どの掲載条件 を、内部的 に発生 して付加。別 に、それぞれ次に挙げ

るよ うな属性情報を 自動または手動で設定す る。 いずれ もインデ ックス として、多様な項

目値検索が行える仕組み としている。一般公開 を機 に、編集作業 の面で従来以上に徹底 を

期す こととした。

(1)記 事情報:主 題分類、記事種別、特定語、補充語、執筆者名 、発信 区分 等

(2)紙 面情報:ジ ャンル 、補充語 等

(3)写 真情報:主 題分類 、写真種別、特定語 、補充語、撮影条件、媒体 区分 等

またケースによ り、印刷時刻等に絡む参 照解禁 のタイ ミング、著作権 に絡む参 照制限な

どのフラグを自動 、または手動でセ ッ ト。公開に伴 う各種 コン トロール に使用 してい る。

上記属性情報の うちでポイン トは、主題分類 と、記事 ・写真 の各種別分類 である。

こ うした分類情報は、一般 には、その有効性 は認 めつつ も、設定するための人的な 「負

荷」が問題 に され る。 当システムでは 「執筆記者があ らか じめ原稿 中に書き込んでおき、

自動的にシステムに取 り込む」方式 を開発 ・運用す ることで、その辺の両立を図ったのが

大 きな特徴である。

同様に写真情報 にっいては、撮影者名 ・撮影場所な どの条件や、使用 したフィルムの種

類 ・サイズな どの区分 も、あ らか じめ担当記者 ・カメラマンが説 明文の原稿 中に書 き込ん

でお くことに し、紙面制作か らデータの蓄積までの、一連 の作業 の流れの効率化 を図って

い る。以下に各分類の概要 と、その他の主要属性情報について補足する。

(1)主 題分類

検索の中心は、思い付いた言葉による自由語方式 である。ただ し、これはテキス

トか らの 自動キー ワー ド抽 出を前提 にしたものであ り、種々の限界がある。例 え

ば、▽特に長野五輪 を取 り上 げた記事でなくて も、文 中に 「長野五輪」の字句が

あれば 「長野五輪」で ヒッ トして しま う ▽逆に長野五輪 に関連 した記事であっ

て も、文中に 「長野五輪」 の字句がなければ 「長野五輪」では ヒッ トしない。 こ

うした 「記事の趣 旨」 を分類す るこ とで、特 に、あるテーマを系統的に調べ る際

に有効 となるよう考慮、導入 した もの。新聞協会 の大 中小 ・最大1000項 目の

10進 分類 を基 に、従来の切 り抜き処理 との整合性や地域性 も加味 し、大 中 ・最

大100項 目に再編成 した。 内容は表2-2の 通 りであ る。テキス ト1件 に3つ

まで付与を許 している。 これ によ り 「長野五輪」 と 「土木建設」 とを指示すれば

長野五輪の施設 関係だ けを一括検索出来る…など、よ り絞 った検索が行 える。な

お記事の主題分類が、そのまま写真 のそれ に複写 され る仕組み としている。
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表2-2

主 題 分 類 表(記 事 ・写真共通)

On総 類 1n政 治 2n経 済 3n社 会 4n生 活

00総 類 一 般 10政 治 一 般 20経 済 一 般 30社 会 一般 40生 活 一 般

01皇 室 11国 会 21金 融 証 券 31福 祉 厚 生 41地 域 生活

02言 論 12選 挙 22貿 易 為 替 32中 高 年 42家 庭

03新 聞 13政 党 23商 業 33青 少 年 43医 事 健 康

04放 送 14行 財 政 24鉱 工 業 34婦 人 子 供 44衣

05出 版 15県 内行財政 25情 報 通信 35観 光 45食

06新 メディア 16司 法 警 察 26運 輸 交 通 36行 事 祝 祭 46住

07本 社 17外 交 27農 林水 産 37世 相 風 俗 47余 暇

08大 戦 18防 衛 28土 木建 設 38環 境 自然 48趣 味娯 楽

09 19 29労 働 39公 害 49天 気 季 節

5n事 件 6n文 化 7n科 学 8nス ポ 9n国 際

50事 件 一 般 60文 化 一 般 70科 学 一 般 80ス ポ 一 般 90国 際 一 般

51事 件 61教 育 71理 工 81五 輪 91国 連

52事 故 62民 族 宗 教 72情 報 科 学 82総 合競技会 92国 際政 治

53交 通 事 故 63文 学 73医 学 生 命 83陸 上 93国 際経 済

54自 然 災 害 64美 術 工芸 74生 物 84水 上 94国 際 軍 事

55火 災 65音 楽 75地 球 85冬 季 95国 際紛 争

56遭 難 66映 像 演 劇 76宇 宙 天 文 86球 技 96平 和 友 好

57 67芸 能 77資 源 エ ネ 87野 球 97出 入 国

58 68文 化 財 78人 文 88武 道 格 技 98

59 69歴 史 79 89そ の他競技 99
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(2)記 事種別

主題分類 が書かれた内容 の 「趣 旨」にかかわるものであるのに対 し、主 として紙

面上での 「形式」等を分類す るもの。構成 は表2-3の とお りである。例 えば、

主題 を 「長野五輪」 と 「土木建設」 とし、種別 には 「連載」を指示す ると、長野

五輪 の施設関係 について、定期的な企画 ものが一括 して検索出来 る。 「解説」で

あれば、それに絡む背景の分析や見通 しに触れ た記事 を、ま とめて調べることが

可能 になる。なお形式等に格別の特徴がない場合は、あえて設定 しない。

(3)写 真種別

主題分類が記事に連動す るのに対 し、実際の被写体 の状態 を分類す る。構成は表

2-4の とお りである。例 えば主題 が 「長野五輪」で、写真種別が 「建造物」で

あれば、長野五輪の競技場や交通施設 の写真が一括、検索出来る。写真は 「言葉

では表 しに くい」 ケー スも多い。 キーワー ドとの併用 によって、将来の一般公 開

時には、極 めて有効な利用手段 となろ う。なお写真情報では、併載記事か ら抽 出

され たキーワー ドが(説 明文か らのそれ と合わせて)自 動 的に付加 され る。

(4)特 定語

記事または写真 が特定の人物や企業 を取 り上げてい る場合に、その氏名または社

名 を、一定の規則 に従 って設定す る。 主な目的は、将来追加す る予定の人物情報

や企業情報データベース との関連検索(リ ンク)を 容易 に実現す ることにある。

通常 「静的」な性格 を持つ これ ら情報 と、生の新 聞紙面 とを結び付 け、新聞社 ら

しい 「動的」サー ビスの展開を図ることを狙 いに、その基盤 とする ものである。

(5)補 充語

連載企画のタイ トル、事件事故やニュース一般の呼称 ・内容な どの 「プ ロフィー

ル」を、一定の規則 に従 い、必ず しも当該記事 中の実際の表現 には とらわれず に

設定する。主題分類が、言わば一般 的 ・概念的なコー ド化であるのに対 し、具体

的な個別事象 をコー ド化す る狙 いがある。例えば 「○○問題」などの指示で、関

連す る情報が一括 して検索出来る。将来のフィル タ リング ・サー ビス等 も視野に

入れてお り、その際のデータ抽 出条件 として生かす ことを考えてい る。

(6)ジ ャンル

日々の新聞各1部 は、総合ニュース ・経済ニュースな どい くつかの分野で構成 さ

れ、それぞれが複数のページにわたる。 これ ら各分野 をジャンル化 し、そ こに属

す る複数 の面名が、一括 して検索出来 るよ うに した ものである。設定は 自動。

なお各種別 と特定語 ・補充語 は、 自動 キー ワー ド抽 出の対象 にもしてい る。従 って項 目

値 を意識せず、 自由語 として も検索が可能であ り、公 開に当たって有効性 が期待 される。
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表2-3

記事種別分類表

表2-4

写真種別分類表

コード 嚇 対 象 例 コード 嚇 対 象 例

00

01

偏
継

社説など 00

01

顔≡般

顔自治

重要人物、一般人物の顔写真

首長や議員等の顔写真

10

11

12

13

人物

人事

賞

名簿

横顔、インタビュー、経歴など

各種の氏名一覧

10 人物 顔写真を除く個人、グループ

のポーズなど

20 死亡 20 鎌 会議 会談、会見など

30 蝶 技術、プロフィール、決算など 30 催事 行事、イベ ン ト、祭 事など

40 連載 連載企画(原 則番号付き) 40 撒 建築物、施設、構造物

50 治 時評 ・書評などの寄稿 もの、

コラム

50 結 遺跡、遺構

出土品、史 ・資料など

60 解説 背景、分析もの 60 撒 物品、機器、表現物

70 酬 投書、投句など 70 街角 街並み、暮らし

80 ハ ウ ツ ー 手引 ・入門 80

81

願

山岳

自然

90

91

92

データ

日誌

用語

数値データ、判決全文、骨子、

記録など

年表、歩み、事件⊃覧など

新語解説など

90

91

鋤
働

一
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2.3.4編 集 作 業の 流れ

新聞制作システム側 か らの取得情報 に対す る編集作業は、概要の項で既 に触れたよ うに

大筋、素材 データの整形→属性情報 の補完→見出 し文の設定→ キー ワー ドの補完…の流れ

で進 められ る。公 開に当たっては、従来か らの各種 自動処理の活用を図 り、作業の内容 と

結果の 「標準化」 を、 さらに徹底す ることとした。 この項では以下、記事情報 と写真情報

について、編集作業のポイン トを述べ る。

記事情報 と、それに併用 された写真情報は、一連 のもの として処理。記事→写真 の順で

作業 を行 うことによ り、前者で設定 した見出 し文 と主題分類 、お よび前文相 当部分(先 頭

1段 落程度)か ら自動抽 出 されたキー ワー ドが、各種の制御 コー ドと合わせて 「初期値」

として後者 に複写 され る仕組み としている。 この内部動作によって、関連検索のための リ

ンクが張 られ、同時に、作業の効率化 が図 られ ることになる。 この間の全体 の画面遷移 を

図2--5に 、なかで中心 となる記事情報の編集画面を図2-6に 示す。

記事 ・写真情報の各種分類 コー ドや撮影条件 にっいて、 自社原稿 の場合は、記者があ ら

か じめ原稿 中で設定 した内容が、編集 時に自動的に反映 され る。 しか し、約半数を占めて

いる通信社か らの原稿の場合、そ うした 「支援」は、期待出来ない。 これ を補 う目的か ら

次の ような措置 を講 じているのが特徴 である。

(1)タ イ トル ・テーブル

日々の紙面では、連載企画や定期的なコラム等 を始 め、一般の記事 で も相 当数が

見出 しの形式、各種の属性 情報な どについて、半ば固定的に処理す ることが可能

である。 こうしたケースを対象 に して、あ らか じめ各事例 ごとにその特性 を整理

し、システム内部 にテーブル化 してお くものである。例えば 「社説」の編集 時で

あれ ば、 「社説」・とい う名称=タ イ トル=で 呼び出す ことにより、定義 された内

容 を自動的に画面 に埋め込む ことが出来る。公 開に備 えて、運用上、その設定や

編集方針 の変更に伴 う更新 を、従来以上にキメ細か く行 うよ うに した。効率化 の

側面は無論、む しろ標準化の点で意味が大 きい、 と判断 されたためである。

(2)主 題分類の内部発生

各種属性情報の うち主題分類については、掲載面名、お よび 当該記事 のヘ ッダ部

の参 照による 自動埋 め込み の動作 を併用 している。前者は、スポーツ ・政治 ・経

済な ど、一部面名が記事 の趣 旨と連動す るこ とに着 目。後者は、各記事の先頭に

は 「選挙○○番」 「相撲○○番」等の識別行が付加 され、ある程度まで趣 旨に連

動す るこ とを利 用 した もの。完全ではないにせ よ、初期値 としては有効である。
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記事DB編 集処理の画面遷移図
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図 2-5
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記事DB編 集画面

図2-6
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2.4デ ー タ の検 索 と利 用

2.4.1概 要

信濃毎 日新聞記事データベースは、利用端末に、フル スクリー ン型 とライ ンモー ド型 の

両タイプを用意 している。前者の場合 は、紙面イ メージの画面表示 と関連検索の機能 を備

えてい るのが特徴。イメージのファクス出力 の指示は、双方か ら可能 にな ってい る。検索

の形態 と結果の表示にっいて、それぞれの主な違 いを挙げると、次のよ うである。

(1)フ ルスク リーン型

検索時に、キー ワー ドや各項 目について質問条件 の一括指示 が行 えるほか、マ ウ

スの ク リックによ り、主題分類 など各種項 目の 「値」の選択入力 も可能。結果は

画面 を3分 割 して、見出 し一覧 ・属性 ・本体(テ キス トあるいはイメージ)の 各

要素が、同時に表示 され る仕組みである。その際イ メージはパ ンウィン ドウを使

った指示 によ り、任意 にスクロール し、拡大 ・縮小 も自由である。基本部分の操

作 はMS-Windowsの それに準拠 してお り、検索 の内部的制御 はTREN

DAS/MRの 専用端末 ビュー ワに よっている。

(2)ラ イ ンモー ド型

検索は、順次システム と 「会話」 を繰 り返 しなが ら実行す る。結果は見出 し一覧

か らの番号指定 によ り、主要な属性 と本体(た だ し、テキス トのみ)が 表示 され

る。いわゆるTTY接 続 によるもので、端末の機種等は問わない。

検索の基本的な 「原理」は、両モー ドとも他のシステム とそ う大 きな差はない。 両者に

ついて、操作の容易性や機 能を総合的に比較す ると、軍配はフル スク リー ンに上が る。が

第1次 公開では、先述 した よ うに当初は、あえて ラインモー ドを主体 にす る。 コス ト面 と

紙面イ メージの著作権対策な どが理 由だが、 さらに 「一般性」の観 点か らの考慮 もある。

すなわちライ ンモー ドは、手順が既存パ ソコン通信 の各種サー ビス と同様であ り、端末側

の条件 も緩 い。従 って普及の点で、む しろ有利 な面 もあろ う、 との判断である。

思 い付いた言葉 によるキー ワー ドの指示 の際には、単語 とAND・OR・NOTの 論理

演算子 による条件式 を使 う形態 とともに、 「長野 と五輪について」の よ うな、 日本語文章

の質 問方式 も提供 している。単語の部分一致等の指示 も当然 、可能である。

上記 日本語文章による方式は、厳密 さにはやや欠 けるが、条件式 を意識 しな くて済む利

点がある。一般ユーザに も親 しみやすい と考え られ ることか ら、公開に備 えて、ベ ース と

なる 「分かち書きファイル」な どの見直 しを行い、処理の強化 を図 ることとした。
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2.4.2フ ル ス ク リー ン検 索

初期画面上か らアイ コンでデー タベ ース利用 を選択 し、ユーザIDと パス ワー ドの入力

によ り、セ シ ョンを確立す る。 引き続 き次のよ うな手順 に従 い、まず検索対象 とす るデー

タベ ースの選択について、基本的な条件 を設定する。

(1)DB(デ ータベース)パ ターン名選択

構造は同 じだが種類 の異なるデータベ ースにっいては、 「パ ター ン」 としてま と

めて管理 され る。現在の段 階では ▽記事情報(画 面表示では新聞記事)▽ 紙

面情報(同 、新聞紙面)▽ 写真情報(同 、写真所在)の3パ ター ンの設定で

あ り、 この うちで任意の ものを選択す る。

(2)DB総 称名選択

上記パター ン内にある、各個別データベースを選択す る。現段階では、上記の3

種類 とも 「信濃毎 日新聞」1つ だ けである。個別で も 「総称」 とす るのは、物理

デー タベースが、システム的には1カ 月単位 に分 けて管理 され ることによる。

(3)対 象期 間選択

上記1カ 月単位 の物理デー タベースを、運用上、 さらに6カ 月分ずつに区切 って

管理 し、 レスポンスの確保 とともに、絞 り込みの手段 ともしている。蓄積 の開始

か ら最新までの全量 と、順次6カ 月ずっ短縮 した期間名が表示 され るので、任意

の範囲を選択す る。

以上の指示の後、▽イ ンデ ックス検索 または ▽ 日本語文章検索 のいずれかを選択

して、実際の利用に入 る。各デー タベースでイ ンデ ックスの項 目は異なるが、基本 となる

考 え方は同様。以下に、主な操作 を挙げる。検索 ・表示画面の概要を図2-7に 示す。

(1)イ ンデ ックス検索

思い付いた言葉 の投入 による通常のキー ワー ド方式 と、 日付や主題 ・種別 の各分

類 コー ドな どに よる項 目値方式 を、単独 または併用 して実行す る。各単語や値の

間にAND・OR・NOTの 各論理演算子 を設定 し、任意の条件式の記述 が可能

である。ただ し同 じ画面上での各指示の間は、無条件にANDと して扱われ る。

(2)日 本語文章検索

例 えば 「長野五輪 と競技施設 について」 と投入すれば 「長野五輪AND競 技

施設」 として検索が行われ る。文章 中の名詞 の識別動作、お よび接続詞や助詞の

解釈 を基に した、 システムの条件式 自動組み立て機能によるものである。 ただ し

これ を選 んだ場合は、項 目値検索の併用 は(同 時には)行 えない。
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フルス ク リー ン検 索の概要

共有 デ ィス ク DS/9077001 FMVorFMR
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(画NDAS/亟)

(

ファイル

＼ ノ

ぐ

口

▲ ▲

甲

一 ∨
＼ ノ
オブ ジ ェ外 ファイル

一

ルータ

＼ ノ

〆 、
＼ ノ

参照系DB

一

INS64

回 線

＼ ノ
FAIRS-SV

ライブ ラリ使 用 ルータ /(〕
∠ ＼

端 末

△

検索項目入力画面

紙面イメージ表示画面
関 連 ・紙面 一見出 し 関 連 ・紙面

フ ァイル(Dペ ー ジ(R)表 示(y)ウ ィン ドウ(凶 関連検 索㈹ オ シ ョン(繰 ぎ議 員髪

羅 髭
言差綱 ▲

記事テキス ト表示画面

・パ ン ウ イ ン ドウ 見出し

、Φ/』
・〉

,

十{・

! i7

・1鯵瀦:・#? ・、、 『,:i心.,L、/

三絃輪 ムー ドを 盛 り上口o'cめ に夏費6

りの 開会 を 決めた 五輪推 重委員 会

驚1
.テ ・、華

盛汰菰圃麗㊧り吻に

山
ノ
内
町
で
計
画

の

一:・

総
総

り

.
ン

わ
綾

夏
(
文

う
は

の
〉

朝刊 東信2

礁命諭『纏
白馬村.9月 に五50019960809朝刊04

山 ノ内の五輪夏まつり
1996〔BO70月"119」 ヒ信

五翰成功願 って川中

言2

属性情報

「音頭」発表 の ど自慢…

下
高
井
ぷ
山
ノ
内
町
の
五
輪

性
理
貧

ξ

野
曇

ま

つ
り
・
n
や
まの
う
ち
糞

員
会
(会
長
・中
山
8

は

二
十
四
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で竃

い
弓
藁

貫

合
は
長
野
五
輪
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
、
八
月
六
日
に

長
野
五
輪
夏
ま
つ
リ
藝

同
町
出
身
の
人
気
タ
レ
ン
ト
、

酒
水
ア
キ
ラ
さ
ん
ら
を
招
き

「
長
野
冬
拳
ス
粥
丁
ツ
意
圏

発
衷
《
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
子
供

の
ど
自
慢
大
会
な
ど
W
羨
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
決
め

た
。夏

ま
つ
り
の
昼
の
部
は
、
安

代
の
や
ま
び
こ
広
場
マ

子
供

た
ち
が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
コ
ー

× 嫌:三

コ パ ヨミ

ロ 些

懸

=19960626

面名=北 信2
ペー ジ=22

ジャンル=地 域

発行区分=朝 刊

版名lD=060
紙面ID=rO6260060CDOON22

キーワー ド=

縮朝刊
ベ ー ジ=22

1D=PO826006㏄DOON22

図2-7
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(3)結 果の集合 と履歴 の保存

検索を実行 した結果は、1回 ごとに、集合名 「%nn」 として管理 される。各集

合名は、投入 され たキーワー ドや条件式 な どの履歴 とともにシステム内に保存 さ

れ、同一セシ ョン内であれば随時、参 照が可能である。 なお直前、または参 照 し

た過去の集合 と今回の検索についてはAND・OR・NOTの 論理演算 の指示が

可能であ り、任意の条件で絞 り込み等が行 える。

(4)関 連検索

最 も一般的なケースとして、まず記事情報データベースを検索。 ヒッ トした集合

の見出し一覧か ら、特定の ものをクリックす ると、属性お よび記事本文が、それ

ぞれ所定の領域に表示 され る。 この状態で、行 き先別のボタンのクリックにより

紙面情報 または写真情報データベースに遷移す る。例えば紙面を選択す ると、そ

の記事の掲載面のイ メージが表示 され、 さらにこの状態か ら、その面 に掲載 され

ている記事または写真 の見 出し一覧の表示へ… と、任意に切 り替 えが可能。最初

に入 ったデータベースがいずれであれ、操作は同様 である。

(5)イ メージの表示

紙面情報データベースをダイ レク トに検索す るか、あるいは上記の ように他か ら

の関連検索によって、紙面 のイメージを直接、画面上 に表示することができる。

その際の表示サイズについては、ボタンのク リックによ り、任意の 「拡大」 「縮

小」のほかに、 「紙面全体 を表示」 「画面全体 に表示」 「解像度1対1」 な ど固

定的なモー ドも選択可能 である。地域別の切 り替 え広告の表示 も、同様 にボタン

の操作で行 える。また表示エ リアにつ いては、常時パ ンウィン ドウに現在の領域

が反転表示 されてお り、マ ウスで ドラッグす ることに よって、任意の位置ヘスク

ロールできる仕組み になってい る。なお この関係 の制御 に関 しては、富士通㈱ の

汎用OA製 品 「IMAGE-OFFICE」 に依存 してお り、圧縮解凍 の処理ス

ピー ドと、開発 コス トの低減 の両立 を図っている。

(6)イ メージのローカル保存

取 り込んだ紙面のイメージは、端末 内部に複数件を蓄積す ることが可能。併せ て

ファイル済みのイ メー ジについては、利用者の表示 の指示 に際 して 「サーバ側 に

は要求 しない」仕組み とし、大幅に レスポンスを向上 させている。 このため、あ

るジャンル 、ある日付 な ど任意 の条件で複数の紙面をいったん蓄積 し、ペ ージめ

くりに近い感覚で、繰 り返 し参 照ができる。最大件数 は確保 したファイルの容量

に依存。使 用はサイ ク リック としている。
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(7)印 刷 出力

検索 中の画面上での指示 により、表示 中の見出 し一覧 の リス ト、お よび記事 ・写

真 ・紙面の各 「本体」を、端末のプ リンタから印刷 出力することが出来 る。紙面

のイ メージについては、全体サイズを出力す るほかに、現在、画面に表示 してい

る範囲(部 分)の み印刷す ることも可能に してい る。従 って表示の拡大 ・縮小 な

どの機 能 と併用す ることによ り、任意のサイズで、いわゆる切 り抜 き状の印刷 を

得たい とす る要求 に も対応することがで きる。
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2.4.3ラ イ ン モ ー ド検 索

前記 の フル ス ク リー ン型 で は、 立 ち上 げ後 、初 期画 面 に続 い て 「基 本 画面 」 を表示 。 以

降 こ こでの ボ タ ン操 作 をベ ー スに して、各 処理 画 面(機 能)と 「往 復 」 しなが ら、利 用 を

進 め る。 これ に対 して ライ ンモ ー ド型 の場 合 は 、まずLOGINの 動 作 に続 く初 期画 面 で

ユ ー ザIDと パ ス ワー ドを入 力 して、 セ シ ョンを確 立 す る。以 降 は 、次 の よ うな形 で シス

テ ム と順 次 「会話 」 を繰 り返 しなが ら、利 用 を進 め る方式 で あ る。

(1)場 面 場面 に応 じて表 示 され るガイ ドに従 って 、英 字 また は数 字 の コマ ン ドを入 力

し、必 要 な処 理機 能 を選 択 す る。

(2)選 択 に応 じたプ ロンプ トに従 って 、 キー ワー ドまた は項 目の値 を入 力 す る。

関連 検索 が行 えな い こ と と、紙 面 イ メニ ジ の表示 が フ ァ クスで の 出力 とな るこ とを除 け

ば 、検 索機 能 そ の ものは 、 フル ス ク リー ン型 とほぼ共 通。 開始 か ら終 了 まで の手順 も、操

作 の形 態や容 易 性 に は差 が あ るが 、全 体 の流 れ 自体 は 同様 で あ る。

検索 と表 示画 面 の概 要 を図2-8に 示 す。

ライ ンモ ー ド型 の利用 にっ いて 、 前記 会話 に伴 う煩雑 さを多少 で もカバ ーす るた め、特

に 次 の よ うな点 を考慮 してい る。

(1)主 題 分 類や 記事 ・写真 の種 別 分類 な ど、各 項 目の値(選 択肢)や 、操 作方 法 の説

明につ い ては 、ヘル プ機 能 に よ る一 覧 画面 等 を用意 して、 随 時、参 照 で き る よ う

に した。

(2)日 本語 文章 検索 の場 合 、 ヒ ッ トした件数 に よ りAND(そ の 中で)とOR(ま た

は)の 、 プ ロンプ トの 自動 切 り替 え を行 うよ うに した。

(3)記 事テ キ ス トの表示 に際 して、 先頭 の1段 落程 度 の前文 か 、全 文 の、 いず れ か を

選 べ る よ うに した。 前 項 と と もに 、 フル ス ク リー ン型 に ない機 能 で あ る。

(4)フ ァクス 出力 にっ いて は 、複 数 件 の一括 指示 な ど、 フル ス ク リー ン型 よ りは 自由

度 を高 く した。

表 示 デー タ の印刷 な どは 、端末 側 の通信 ソフ トウェ ア等 に依存 す る。

なお各 ユ ーザ ご との参 照制 限 にっ いて は、 フル ス ク リー ン型 ・ライ ンモ ー ド型 共 通 で適

用 され る。既 に2.項 で述べ た よ うに、3種 類 あ る個 々のデ ー タベ ー スへ のア クセ ス の 可

否 や 、各 情報 の 「本体 」 の画 面表 示 とフ ァクス 出力 の 関係 は、TRENDAS/MRの ユ

ーザ 管理 簿 に基 づ くラン ク設 定 、お よび フ ァ クス管理 簿 な どに よ り、種 々 の抑制 措 置 を講

じて いる。 社外 のユ ーザ に対 して は 、著作 権 と公 開 目の制 限の あ る情報 は 、テ キ ス ト ・イ

メー ジ と も原 則 的 に ロ ックを掛 け てお り、本 体 の参 照 は行 えな い仕組 み で あ る。
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ラインモー ド検 索の概要

共 有 デ ィ ス ク DS/9077001 DS/907650H 公衆回線網
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参照系DB
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FAIRS-SV

ライフ"ラリ使 用

口各 通信

ソ フ ト

△

検索項目 本文表示

質問形式 を選択 して くだ さい。
1.キ ー ワ ー ド

ー ー ー 一2 .AND

5.日 本 語 文 章 に よる 質 問

6.掲 載 日

8.面 名

10.主 題 分 類

T.期 間選択

3.OR

11.種 別 分 類

4.NOT

7.発 行 区 分(朝 刊/夕 刊)

9.発 信 元(S/K/J)

12.執 筆 者

L.検 索 条 件 選 択A.辞 書

D.デ ー タ ベ ー ス 選 択G.分 野 選 択F.終 了

見 出 し一覧

00001長 野五輪へ、 きょ う 「あ と500日 」 長野市 内や東京 でPR

l9960925総 合101頁 写図:N

00002

00003

00004

[長野五輪特集]あ と500日 施設 も人 も入念点検 写真 グラ

19960921特 集422頁 写図:Y

[長野五輪特 集]あ と500日 準備着 々、威 容見せ る全競技会

19960921特 集321頁 写図:Y

長野五輪 フィギュア会場の一般 開放
19960918北 信19頁

初 日、予想上回る1200

写図:Y

次 のペー ジが あ ります。 〈CR>次 のペー ジ を出力 します。

番 号を入力 して くだ さい。本 文を出力 します。
Rl質 問、P:出 力選択 、1:fax出 力H:履 歴 、

T:期 間D:DBG:分 野F:終 了

000〔H長 野五 輪 フィギュア会場 の一般 開放 初 日、予想上回 る1200

19960918北 信

種 別:

朝刊.19頁 写図:Y執 筆者=

主題:81(五 輪)/41(地 域生活)

本 文:長 野市真 島町に完成 した九八年長野冬季五輪の フィギュア ・シ ョ
ー ト トラ ック会場 「ホ ワイ トリングjを 市民に見て もらお うと

、市
は十 七 日、会場の無料見学 会を始めた。二十二 日まで、市職員 の案

内で施設 を見学できる。

初 日は 「予想 を上回 る」(市 オ リンピック局)約 千二百人が見学

に訪れ た。順 路に沿って 、五 千席 の観 客席や約二千七 百平方 メー ト

ルの メー ンア リーナな どを見て回 り、市職員か ら施設概要 などの説

明 を受 けた。

市民の 関心 が高かったの は リンクの氷 の張 り方。市職員が 、床板

次のペー ジがあ ります。 〈CR>次 のペ ージを出力 します。
*:見 出し、R:質 問 、P:出 力選択 、H:履 歴 、1:fax出 力

T:期 間、D:DB、G:分 野、F:終 了

>〉

を外 してか らコンク リー トの床に縦六十 メー トル、横三十 メー トル

の リンク一面 をつ くる ことを説明す る と、見学者 は 「こん な大 きな

床が取れるのか」 と驚 いていた。

また、「五輪でフ ィギュア スケー トをぜ ひ見た いけど、 どうやっ

て券を買えばい いのか 」 との質問 も多 く、市職員 は 「まだ販売方法

な どは決まってい ませ ん」 との答 えを繰 り返 していた。

ホワイ トリングは総事 業費百四十八億 円をかけて完成、今月七 日

に完成 式を行った。十 月一 日か ら真島総合 スポー ツア リーナ と して

開館す る。 五輪後は市民 向けの総合体育館 と して利 用 される。

最 終 ペ ー ジ です 。

*:見 出 し、R:質 問 、P:出 力 選 択 、H:履 歴 、

T:期 間 、D:DB、G:分 野 、F:終 了

1:fax出 力

図2-8
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2.4.4フ ァク ス 出 力

紙面イメージについて、フル スク リーン型 とライ ンモー ド型 いずれ の端末か らも、任意

のファクスへの出力の指示が可能である。

前者では、紙面情報データベースを直接検索 したか、記事情報 または写真情報か らの関

連検索に伴 う遷移 によって、画面にイメージを表示 している状態であれば、当該イメージ

の出力が行 える。 プルダ ウン ・メニューか ら、プ リンタの印刷 と同様 の感覚で指示す る。

後者の場合 には、何 らかの検索 を行 って集合が存在 してい る状態であれ ば、見出 しの番

号 をコマ ン ドで指定す ることによ り、任意(記 事情報 ・写真情報は、その掲載面)の イ メ

ー ジが出力できる。その際、紙面 ・記事 ・写真いずれのデータベースを検索 しているかは

無関係 である。また、見出 し一覧の状態か、本体 を表示 しているか、 も問わない。番号 を

列記することで、複数件の同時指定 も可能に している。

ファクス出力に際 しては、次の条件が設定で きる。

(1)広 告について、地域別切 り替え分を出力す るか/し ないか

(2)相 手側 がG3機 か/G4機 か

この関係 の機能の概要を図2-9に 示すが、G3の 場合はサーバ 「7650H」 で、G

4は 同 「77001」 で処理す る仕組み として、負荷 の分散 を図っている。送出先の電話

番号については、その都度指示す るほかに、先述 した管理簿の設定内容 によって省略値 を

利用することもできる。

なお、著作権制限や公 開 日制限のある記事等の場合は、該 当す る見出 しの番号を指定 し

て も、その記事等の掲載紙面はファクスには出力できない仕組みである。 これ とは別に、

公開に伴 うプログラムの改造によ り、特定の面名を対象に した出力の抑制措置 を導入。無

条件にファクス出力をロックす ることがで きるよ うに もしてい る。

L
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FAX出 力の概要

[G4FAX]

共 有 デ ィ ス ク DS/9077001

オフ"シ"エ クトファイル

FAX送 信

PowerMEDIAの

ライブ ラリ使 用

G4

FAX

ISDN網

[G3FAX]

共 有 デ ィ ス ク

オフ"シ"エ クトファイル

DS/9077001

検 索

▽

DS/907650H

FAX送 信

公衆回線網

PowerMEDIA

の ライブ ラリ

使 用

G3

FAX

図2-9
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3.課 題 と展 望

3.1概 要

信濃毎 日新聞記事データベースの構築にっいては、平成9年2Aか ら公 開サー ビスに入

ることがで き、本委託事業は、所期の 目標 をほぼ達成 した。 しか し、冒頭 に掲げた 「地域

情報化への寄与 を通 じて、産業経済 と文化 の発展 に、い ささかの役割 を担 う」 との狙 いに

立ち返れば、あくまで もその緒に就いたばか りである。残 された課題 もまた多い とせ ざる

を得 ない。

今後の展 開へ向けて、取 り組むべ き主な点を要約す ると、次の ようである。

(1)提 供形態(ア クセス ・ルー ト)の 多様化

(2)蓄 積 内容(コ ンテンツ)の 拡充

(3)速 報系のサー ビス との連携

以上は、いずれ も相互に密接 な絡みを有 してい る。最終的には、いわゆる電子新聞に代

表 されるような、新聞社 としての 「次代 の情報サー ビス」の在 り方の模索 にまでつながる

もの と言え、総合的な見地か ら、慎重かっ大胆 に研究を進めなければな らない。

一方、各者に共通の実務的な検討テーマ として、社外の識者の寄稿等を中心に した 「著

作権」の扱 いがある。 この問題 をめぐる状況は、イ ンターネ ッ トを始め とす る各種 の電子

メデ ィアの急伸長 とともに、極 めてシ ビアになってきてお り、 これまでの対応の見直 しが

迫 られている。

従来か らの紙面のマイクロフィルムや縮刷版は、長 い歴史があ り、著作物の2次 利用 に

関 して 「黙示的な許諾」がある、 とす るのが通説である。が、デ ジタル化が前提 となるデ

ー タベースでは事情が異な り、それぞれ交渉 して許諾 を得なければな らない。その際、原

著作権者→外国通信社→ 国内通信社 …など、経路が複雑なケース も多 く、実際問題、容易

には進まない。今回 も許諾がない場合 のロック とい う 「次善の策」に精力 を注が ざるを得

なかったのが実情だ。個別の対応では限界 もある。音楽系の場合の よ うに、活字系の ソー

スに関して も、何 らかの包括的 「処理機構 」の実現が研究 されるべ き時期ではないか。

マルチメデ ィア社会にお ける、ネ ッ トワーク上の著作権ルール については最近、世界知

的所有権機関(WIPO)が2つ の新条約 を採択。 これ を受 けて、平成7年 に論点整理 を

行 って以 降は中断 していた著作権審議会 も、関係小委 で実質的な検討を再 開した。権利保

護の観点は当然 のことであ り、最大限に尊重 されるべきである。 同時に、秩序 ある流通に

よる文化 向上の側面にも着 目して、現実的な解決の方 向が示 され ることを期待 したい。
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3.2提 供形態の多様化

今 回 実施 した信 濃 毎 日新 聞記事 デ ー タベ ー スの公 開は 、特 に ア クセ ス点 も設 定せ ず 、極

論 す れ ば 「1対1」 の提供 方 式 で 出発 した。機 能 面 ・操作 性 ともに優 れ た フル ス ク リー ン

型 の検 索 の場合 、 ビュー ワが 「専用 」 とな るの も問題(弱 点)で あ る。 現在 の形態 の ま ま

で は 、大 き な広 が りは難 しい こ とが明 らか であ り、何 らか の拡 充 が急務 と言 え る。

当面 の対 応策 の第 一 が、 イ ン ター ネ ッ トの利 用 で ある。

現在 、全 国の各 新 聞社 とも情 報発信 の多様化 の道 を模 索 して お り、 そ の核 とな って い る

の がイ ンター ネ ッ トだ。 有 力地方 紙 を 中心 に した 「連合 」 の動 き もあ る。信 濃 毎 日新 聞社

と して も、特 色 あ るホー ムペ ー ジ の開設 へ 向 けて 準備 中で あ り、 コンテ ン ツの柱 の1つ と

して 、記事 デ ー タベ ー スの有 料提 供 の研 究 を進 めて いる。

WWW(WorldWideWeb)サ ー バ とデ ー タベ ー ス ・システ ムの連 携 に関

して 、技術 的 問題 は大筋 で解 決 され っつ ある。絞 り込み な ど次 々 に集 合 演算 を伴 う検 索動

作 につ い て は、従 来 、セ シ ョンの継続 に困難 さが指 摘 され てい た。 が 、CGI(Comm

onGatewayInterface)に よるアプ リケー シ ョン ・プ ログラ ム を開

発す る こ とで 、十 分 に 可能 との判断 が得 られ てい る。

ま た ビュー ワが専 用 で あ る点 につ い て も、 フォー ム機能 な どの工 夫 に よ り、汎用 の イ ン

ターネ ッ ト ・ブ ラ ウザ上 で 、現行 とほ ぼ同等 の操作 環境 が実 現 で き る見通 しであ る。 これ

に よって端 末側 の 「障害 」 が解 消 され 、展 開に弾 みがつ くこ とが期待 され る。

ただ し、い くつ か の課題 も残 され て い る。1つ に は、紙 面 のイ メー ジ を ど う扱 うか。 現

在 のデ ー タ形 式 で は 、量 的 に 「重 過 ぎて 」実 用 にな りに くい。E-mailの 活用 な どの

追 究の ほか に 、将 来課題 と して 、例 えば ポス トス ク リプ トの よ うな、 よ りポー タ ブル な形

式 を考 え る こ と も必 要 にな るだ ろ う。 いず れ にせ よ 当面 は、紙 面 の イ メー ジ はフ ァ クス を

介 した 、別ル ー トで の配 信 を継 続 す る方 向で詰 めてい る。

も う1つ は、 セ キ ュ リテ ィー面 を含 めた課金 部 門 を ど うす るか。 さま ざまな提 案 が な さ

れ て は い る ものの 、 いまだ 「決定版 」 と呼べ る ものは見 当た らない。 初 期 の段 階 では 、特

定 の会員 を対 象 に した 「閉 じた」 世界 で の利 用 、 あ るいは上位 の プ ロバ イ ダ のユ ーザ 管理

に よ る仕 組み を検討 して い く方 針 で あ る。

対応 策 の第 二 に 、長野 市 の 「フル サ ー ビスネ ッ トワー ク ・パ イ ロ ッ ト事業 」 へ の取 り組

み が あ る。 長 野 五輪 向へ 向 けて通信 基盤 を整 備 し、国際公約 で あ る 「ハ イテ ク五輪 」 を支

え よ うとす る もの。 大会 後 は 、全 県へ の拡 大 も計画 され てい る。信 濃 毎 日新 聞社 も関係 す

る組 織 に参 画 、 デー タベ ー ス を軸 に して 、何 らか の貢 献 を果 たすべ く検討 を続 けて い る。
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3.3蓄 積内容の拡充

信濃毎 日新聞記事デー タベースは、 日々の動的な 「ニ ュース」 を対象に集積 した もので

あ り、より広範な 「信濃毎 日デー タベース群」の第一弾の位置付 けである。 これ を中心に

新 たに 「人物」 「企業」な ど静的な内容を主に したデータベースを追加 する。 さらに、時

代 、時代のニーズに応 じた内容 で順次、周辺 を固めてい く…。 目指す所は、新聞社 な らで

はの豊富な情報資産が息づ く、 しか も相互に連携プ レーが可能な 「ファ ミリー」デー タベ

ースの構築である。現在 の段階で も、新聞記事中の人物 と企業 については、あ らか じめ他

のデータベ ース との リンクを考慮 していることは、既 に2.3.3の 「特定語」の項で触

れ た とお りである。

拡充の具体的な手始 めとして、意 味が大 きい と思われる ものに、当社発行の各種 出版物

がある。

なかで も 「信毎年鑑」。▽県内の全市町村の概況 ▽国内外 ・各界の主な動静 ▽各分

野 の統計的数値 ▽事業所要覧 ▽官公庁職員録 ▽人名録 などが幅広 く網羅 されてお

り、例 えば事業所要覧は企業 データベースの、職員録 ・人名録 は人物データベースの、そ

れぞれ骨格 として も、有効に生かせ よ う。随時更新 されるデータをオンライ ンで公 開すれ

ば、 「年1回 」の年鑑の宿命 と言えるタイム ・ラグの悩み も、解 消が可能だ。現在 、印刷

用 の版下な ど各種媒体への原本情報 としての活用 も含 めて、方式等 の詰めを急 いでいる。

拡充の もう1つ の柱は、新聞記事データベースその ものであ り、過去の(当 システムの

稼働以前の)マ イ クロフィル ムで保存 されている紙面イメージの取 り込みである。

明治初期 の創刊以来123年 の歴史 を持つ信濃毎 日新聞が、思い付いた言葉 で検索でき

る とした ら、その効果には計 り知れ ない ものがある。社 内の諸部門 もさることなが ら、研

究 に、教育に、社会の さまざまな分野での利用が見込 まれ る。社 として地域への 「文化事

業」 となるばか りでなく、全国的に も貴重 な 「歴史遺産」 の1つ になるだろ う。

ただ し、ことは簡単ではない。イメージをデジタル化す ること自体 には、技術上、 さし

て困難はない。が、イ ンデ ックスをどうや って設定す るか。実験だ と、OCRの 適用 も望

み薄。相当のマンパ ワーが想定 され 、まだ 「腰を据えた論議」の時間が必要である。

なお、新聞記事情報デー タベースにっいて、派生的な 「2次データベース」 も検討課題

だ。 これは、 「期間が直近1週 間」 「主題分類が五輪」な ど任意の条件で、一種のフィル

タ リングを行い、見か け上は新規のデータベースを仕立てる もの。同 じソースか ら異なっ

たサー ビス ・メニュー を可能 とし、的を絞った検索の利便を図るのが狙い。前項に述べた

イ ンターネ ッ ト上での公 開時に照準 を合わせ て、具体 的な方式等 を詰めている。
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3.4速 報系との連携

新聞社 としての 「次代の情報サー ビス」の在 り方に関 しては、種 々の提案 があ り、現実

に さま ざまな方式 が模索 されている。明確に 「電子新聞」を うた うケースが出現する一方

で、受け皿 とな るネ ッ トワー クの側 の条件整備 も、着実 に進 んでいる。

信濃毎 日新聞社 では現在、CATV向 けの静止画像を含む番組送 出が、27社 ・視聴可

能世帯26万 余を数 えてなお増勢 にあるのを中心に、電光表示やFM放 送局へのニュー ス

の配信 、音声(電 話)に よるスポーツ情報の提供な どを実施。 これ らの見直 しを進める一

方 で、イ ンターネ ッ トを加 えた新たなサー ビス形態や、そのためのシステムの構築につ い

て総合的なイ メージ固めを急いでい る段階である。

将来のサー ビスをど うすべ きか…。 もちろん、簡単に結論が出せ る問題 ではない。社会

のニーズ も多様化 してお り、なお当分は試行錯誤が繰 り返 され よう。 しか し1っ の視 点 と

して、印刷 された 「新聞」 をあくまで も核 に据 えながら、朝刊 と夕刊の間の空 白を埋める

ための 「速報」機能 の強化 が、まず ある。その上で、コンテ ンツの 「厚み」 あるいは 「深

み」 を従来以上に増すための試みが、重要なテーマ となることは間違いあるまい。

その一環 として、生のニュース と蓄積 された情報、すなわ ち速報系 とデー タベース系 と

の 「連携」があると考 えられ る。

あるできごとは、まず発端があって経過があ り、そ して 「今 日」の姿に続いてい る。 時

々刻々に発生す るニュースを、そ うした流れ を含めて提供す る。 これ によって利用者 の側

では、お のず と 「明 目」へ の手掛か りをっかむことも可能になるだろ う。

当初 は同 じ端末のメニューか ら、両系統のサー ビスが(そ れぞれ別個に)選 択で きる程

度 の仕組みで も、やむ を得 まい。 ただ しゆくゆ くは、両系統のデータ間の リンクを考慮。

速報系の利 用時であって も、システム内部で 自動的にデー タベース系を検索 し、上記のよ

うな補足的情報 を随時表示す る動作 を実現 したい。単に連携 と言 うよりは 「融合」の レベ

ル を 目指す ものである。

時代はマルチ メディア。情報サー ビス と言 えば、即、動画や音声の機能 が語 られ、端末

の携帯性等が うんぬん され る。無論、そ うした面の研究は欠かせない。たった1枚 の絵 が

何百行 の記事 よ りも雄弁に真実 を伝 えることもあるし、情報は、受けたい ときに受 けられ

てこそ情報だか らだ。

と同時 に、長い歴史の積み重ねのなかで、各層の厚い信頼を得てきた新聞社 である。 よ

り広い意味でクオ リテ ィーの高いサー ビスを追求 し続 けていきたい。それ を支える ものの

1つ が、今回の 「信濃毎 日新聞記事デー タベースの構築」である。
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4.付 録(資 料)

4.1信 濃毎 日新聞社の概要

4.1.1沿 革

信濃毎 日新聞は、明治6年(1873年)に 創刊 してか ら123年 。第1号 以来の紙面

は、そのまま 日本の近代史であ り、 また、長野県史で もある。明治43年 に1万 号、昭和

3年 に2万 号、40年8月 に3万 号、平成5年7.月 には4万 号 と紙齢 を重ねて、1世 紀余

にわた り、言論 の 自由と不偏不党の立場 を堅持 してきた。

現在、資本金 は2億 円、従業員総数487人 。地方紙 としては異例の長野 ・松本2本 社

制を とってお り、朝 ・夕刊 を、長野県全域 と新潟県の上越地方、岐阜 ・山梨両県の一部な

どに頒布。発行部数は45万 余部 を数 えている。

信濃毎 日新聞社では戦後、いちはや く通信施設や機械設備の近代化にっ とめ、特 に昭和

36年 には、全国に先駆 けて100%漢 字テ レタイプによる新聞製作を実施 して、新聞協

会賞(経 営部門)を 受賞。松本本社 では46年1月 か ら紙面電送装置(フ ァクシ ミリ)に

よる製作を実施 し、49年6月 か らは感光性 の樹脂版 による印刷 を始めた。

続 いて54年 には、コンピュータ処理 と全 自動写植機 を全面的に利用 した新聞編集 シス

テム(略 称 コスモス)の 開発 に成功 、12月25日 か ら移行 を開始 した。 これは、信濃毎

日新 聞社 の全 くオ リジナル なシステムで、 日本で初めて、世界に も類例のない製作体制 と

して注 目され、新 聞協会賞(経 営部 門)を 受賞。併せて松本本社の レター ・オ フセ ッ ト印

刷 も協会賞(技 術部門)を 受 け、当社 は両部門のダブル受賞 とい う快挙 を達成 した。

さらに両本社にオフセ ッ ト輪転機 を増設 し、全紙面カ ラー体制 を整 えた。63年12月

に、全国に先駆 け松本本社 で40ペ ー ジ ・一連 カラー印刷体制 とした後、平成4年4月 に

は長野本社で も完成。両本社がそろって40ペ ージ ・一連カ ラー印刷体制 となった。

平成元年4.月 か らは、第一線記者 のワープロによる記事入力を開始。 この後、3年12

月には 「ニュー ・コスモス」 を完成 させた。わが国の新聞界では初めて、紙面作 りに人工

知能(AI)を 活用 した新 しい電算編集 システムで、記事 の入力か ら紙面 レイア ウ ト、写

真 などの画像処理、広告 を含 めた紙面の出力まで製作 を完全にオ ンライ ン化。製作時間の

短縮、締 め切 り時間の繰 り下げを可能 にした。特 に紙面の大組みへのAI導 入に より、整

理記者がワー クステーシ ョンの操作 で紙面を組み上げる画期的なシステムであ り、4年9

月 に新聞協会賞(経 営 ・業務部門)を 受賞 した。
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平成6年9月 には、中南信 の印刷拠点 となる塩尻製作センターが完成。7年3月 には長

野本社工場の改造 も終了 し、両工場で、業界の最先端 を行 く12面 カ ラーの一連40ペ ー

ジ印刷ができる体制が確 立。新聞界か ら大きな注 目を浴びた。

4.1.2小 史

【明治 】

*6年

*14年

*23年

*32年

*38年11月

*41年6月:

*43年7月:

7月5日:創 刊 第1号 を発行 。冊子 型 で定価3銭 。

4月:紙 面体 裁 を一新 。1ペ ージ4段4ペ ー ジ建 て で、 県録 事 、論説 雑 報 、 商

況、投 書 や 広 告 な どの欄 が整 う。1部2銭 、 月45銭 。

5月:株 式会 社組 織 とな る。資本 金1万 円。

3月:山 路愛 山が 主筆 とな る。

:海 外電 報 欄 を設 け、 ロン ドン、ベル リン、 北京 、京 城発 の外 電 を掲載 。

マ リノニ式 に よ る輪 転機 印刷 を開始 。

1万 号 記 念 号発行 。

【大正 】

*6年3月:写 真 製 版 部 、 トッパ ン部 を新 設。

*11年1月:夕 刊(4ペ ー ジ)発 行 を開始 。

*12年1月:風 見章 が 主筆 とな る。

*12年10月:県 下初 の鉄 筋 コン ク リー ト建 て現 社屋 が完成 。

【昭和 】

*4年10月:資 本金30万 円 と し、 高速輪 転機 設置。

*8年8月:桐 生悠 々の評論 「関東防空大演習 を噛ふ」 を掲載。

*17年5月:戦 時 中の新聞整理統合で全県1紙 となる。

*21年6月:夕 刊信州 を発行(24年12月 に夕刊信濃毎 日に)。

*23年4月:写 真電送受信装置を設置。

*25年6月:松 本支社 を本社に昇格、夕刊発行開始。

*26年4月:2万5千 号を記念、 「信毎ペ ンの庫」を長野市城 山に建設。

*31年1月:松 本本社 で朝刊発行を開始。

*36年10 .月:漢 字テ レタイプによ り、わが国初 の完全機械化新聞製作実現、新聞協会

賞(経 営部門)受 賞。
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「

*39年11月:ギ ャチュン ・カン登U」の報道で新聞協会賞(編 集部門)受 賞。

*40年8月:3万 号記念号発行。

*43年2月:長 野本社社屋の増築工事が完成。

*45年12E:松 本市宮 田東に松本本社社屋 の新築工事が完成。

*46年1月:松 本本社 で、長野か らの紙面電送装置に よる新聞製作を開始。

*48年7.月:創 刊100年 を迎 え、発行部数30万 部に達す。

*49年4月:創 刊号以来の紙面のマイ クロフィル ム化完成。

*54年12月:コ ンピュータ利用に よる画期的新聞編集製作システム(略 称 コスモス)

に移行。

*55年10月:コ スモスで新聞協会賞(経 営部門)受 賞、松本の レター ・オフセ ッ トも

同技術部門賞受賞。 「一茶全集」が毎 日出版文化賞の特別賞 を受賞。

*55年12月:長 野本社でオフセ ッ ト印刷 を開始。

*58年7月:創 刊110年 を迎え、発行部数40万 部 に達す。

*60年9月:写 真企画 「新 しなの動植物記」が新聞協会賞(報 道 写真部門)を 受賞。

*61年4月:長 野 ・松本両本社でオフセ ッ ト輪転機 の増設 が完了 し、32ペ ージ印刷

体制が整 う。

【平成】

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

元年4月:全 国 に先 駆 け記 事 の 「全 面 ワー プ ロ入力 」 を開始 。

3年12月:外 国人 労働 者 問題 を取 り上 げた連載 企 画 「扉 を開 け て」 で菊 池寛 賞 を受

賞。 日本 の新 聞 界 で初 めて人 工知能(AI)を 活 用 、整理 記 者 に よる組

版 を可能 と した電算 編集 システ ム(ニ ュー ・コスモ ス)完 成 。

4年4月:松 本 本社 に続 き、長 野 本社 も40ペ ー ジ ・一連 カ ラー体 制 が整 う。

4年9月:ニ ュー ・コスモ ス で新 聞 協会 賞(経 営 ・業 務 部 門)受 賞。

4年10月:ニ ュー ・コスモ ス で通 産大 臣表彰 を受 け る。

5年

6年

6年

7年

7年

8年

8年

7月:創 刊120年 を迎 え 、発行 部 数45万 部 に達 す。

7月:第1回 「信 毎賞 」贈 呈式。

9月:塩 尻 製作 セ ンター 完成 。

4月:信 毎 文化 事業 財 団 を設 立。

7月:信 毎 記事 デ ー タベ ー ス蓄積 開始。

1月:信 毎記 事デ ー タベ ー ス社 内利 用 開始。

4月:信 毎文化 事 業財 団 選 賞創 設。
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4.2ラ イ ン モ ー ド検 索 の 利 用

4.2.1記 事 デー タベー ス

(1)質 問形 式選 択

質 問形 式 を選 択 して くだ さい。

1.キ ー ワー ド

一 一 一 一2 .AND

5.日 本 語 文 章 に よ る質 問

6.掲 載 日

8.面 名

10.主 題 分 類

7.発 行 区分(朝 刊/夕 刊)

9.発 信 元(S/K/J)

11.種 別 分類12.執 筆 者

L.検 索 条件選 択A.辞 書

T.期 間選 択D.デ ー タベ ー ス選 択G.分 野選 択F.終 了

>>1

・検 索方 法 に は
、 自由な 言葉 を入 力 す るキー ワー ド検索(1-4)と 記事 に付 加 した情

報 に よる項 目値検 索(6-12)が あ ります 。

・キー ワー ド検 索 と項 目値 検 索 を併 用す る場合 は、先 に項 目値 に よる検 索 を してか らキ

ー ワー ドに よ る検 索 をお こな い ます
。

・項 目を選 択 す る英 数 字や 記 号 は半 角 で入 力 します。

・"A"辞 書 を指 定す る と登 録 され て い る同義語 が表 示 で きます。

・"T"期 間選 択 を指 定 す る と対 象 とす るベ ー タベ ース の範 囲が選 択 で きます。

・"D"デ ー タベ ー ス選択 を指 定す る と対象 にす るデー タベ ー ス が選 択 で き ます 。

・"G"分 野 選 択 を指 定 す る と利 用 す るデー タベ ー スの分野 が選 択 で きます 。

・"F"を 入 力 す る と利 用 時間(月 の合 計)が 表 示 され
、検 索 を終 了 します。
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◇キーワー ドによる検索

>>1

キ ー ワー ドを入 力 して くだ さい。

〉長 野五 輪

1634件 あ ります。(集 合%01)

>>ANDス キー

351件 あ ります。(集 合%02)

〉>AND施 設

54件 あ ります。(集 合%03)

・キー ワー ドの入 力 を します
。

▽キー ワー ドは全角 文 字 で入力 します。

▽ ワイ ル ドカ ー ド"@"を 使 用す る こ とに よ り、先 方一 致 、 中間一 致 、後 方 一致 検索

がお こな えます。

[例]五 輪@一 ー 一 一一 一 先 方 一 致

@五 輪@一 一 ー ー一 一 中間 一 致

@五 輪 一ー 一 一一 一 後 方 一致

▽番 号 を指 定す るこ とに よ りAND、OR、NOT検 索 に切 り替 える こ とが で き るほ か、直接

指 定す る こ ともで きます。

[例]〉 長野AND五 輪

州D:長 野AND五 輪

「長 野 」 と 「五 輪 」 とい うキー ワー ドを含む 記 事

OR:長 野OR五 輪

「長 野 」 あ るいは 「五輪 」 とい うキー ワー ドが含 まれ る記 事

NOT:長 野NOT五 輪

「長 野 」 とい うキー ワー ドを含 む記 事 の 内、 「五 輪 」 とい うキー ワー ド

が ない 記事
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◇日本語文章による検索

>>5

日本語 文 章 を入 力 して くだ さい。

〉冬季 五 輪 と長 野

「冬季 五 輪 」 につ いて

「冬季 」 につ いて

「五輪 」 につ い て

「長 野 」 につ い て

「冬 季 五輪and長 野 」 とい う意 味 で

>〉 そ の 中で スキー とス ケー ト

「スキ ー」 につ い て

「スケー ト」 につ い て

1790件 あ りま した 。

2209件 あ りま した 。

5441件 あ りま した 。

18400件 あ り ま した 。

1716件 に な りま した 。(集 合%05)

「%05andス キーandス ケー ト 」 とい う意 味 で

〉〉 そ の 中で施 設 を除 く

「施 設 」 につ い て7837件 あ りま した。

「%06not(施 設)」 とい う意 味で14件 に な りま した。

>>

2150件 あ りま した。

491件 あ りま した。

22件 にな りま した。(集 合%06)

(集 合%07)

・自然な 日本語文章を入力す ることに よりキーワー ド検索が行 えます
。

[例]冬 季五輪 と長野

<代 表 的 な例>

ANDの 解 釈 をす る言 葉:と 、 かつ 、で

ORの 解 釈 をす る言 葉:あ るいは 、ま たは

NOTの 解 釈 をす る言葉:除 く ・のぞ く(前 集合 との演算)
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◇ 項 目値 に よる検 索

▽掲 載 日

・掲 載 され た年 月 日を指 定 しま す。

・範 囲 を指 定す る こ ともで きま す。

[入 力例]

96070196年7月1日 の記 事

960701:96073196年7月1日 ～31日 の記 事

960701:96年7.月1日 以 降の記 事

:96070196年7月1日 以 前 の記 事

▽発行区分

・新聞の発行形態 を指定 します。

発行区分 として以下の ものが指定できます。

朝刊

夕刊

号外

別刷

正月
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▽面名

・各面に付 けられている名前 を指定 します。

・面名はその面の特性 が分かるよ うに付けてあ ります。

[面名一覧]

総 合1～3、 夕総1～3

総 合企 画

解 説総 合

国際1～2

国際解 説

社 会1～4、 夕社会1～2

経 済1～5

株 式1～2

スポ ー ツ1～5

北 信 、北 信2

東 信 、東 信2

松 本 、松 本2

諏 訪 、諏 訪2

南 信 、南 信2

東 北信 、 中南信

特 集1～ 、 夕 特1～

特 集企1～

特 集 正1～

文 化

夕閑 物1～4

読 書1～3

家 庭1～2

芸 能

科 学

教 育

ガ イ ド1～2

テ レビ1～2、 夕TV1

ラ ジオ1、FM1

全 広1～ 、 夕全1～
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「
▽発信元

・記事の発信元を指定 します。

[発信 元一覧]

自社

共同通信

時事通信

ミヤ通信

学芸通

家庭通信

文化通信

KK共 同

東京ニュース

日刊編集セ ンター

その他

S

K

J

M

G

R

B

W

T

N

X

▽主題分類

・記事の主題分類 を指定 します。

各記事の内容 によ り、分類表(表2-2の 主題分類表参照)を もとに付 け られてい

ます。

▽種別分類

・記事 の種別分類 を指定 します。

各記事の要素によ り、分類表(表2-3、

られ ています。

2-4の 種別分類表参照)を もとに付 け
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◇検索条件選択

〉>L

検索条件 を選択 して くだ さい。

1.同 義語による検索

2.同 義語検索 をしない

・同義語による検索 をする ときに指定 します。

・指定 したキー ワー ドに同義語が設定 されていると、設定 されている言葉 もキーワー

ドとして検索の対象 とな ります。

[例]

キー ワー ド:コ ン ビ。ユー ター

同義 語 コ ン ピュー タ

計算 機

電算 器

電算機

電算

電子 計算機

キー ワー ド:NAOC

同義語 長野オ リンピック組織委

長野オ リンピック組織委員会

長野五輪組織委

長野五輪組織委員会

長野冬季オリンピック組織委

長野冬季オリンピック組織委員会

長野冬季五輪組織委

長野冬季五輪組織委員会
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「

(2)検索結果の表示

31件 あ ります 。(集 合%11)

>>ANDP

出 力形式 を選 択 して くだ さい。

1.見 出 し一 覧 か ら本文 を表示 す る。

2.見 出 し一覧 か ら前文 を表示 す る。

(,0で 古 い記事 か ら表示)

(,0で 古 い記事 か ら表示)

R.検 索 しなお すH.履 歴 表 示

T.期 間選択D.デ ー タベ ー ス選 択

>>1

G.分 野選択

・検 索結 果 を表示 す る には"P"と 入力 しま す。

・出力形式の選択 を指定 します。

▽見出 し一覧か ら本文 を表示

見出 し一覧 より本文表示 を指定 した とき、本文の内容 を全て表示 します。

▽見出 し一覧か ら前文 を表示

見出 し一覧 より本文表示 を指定 した とき、本文の先頭か ら300文 字以内の文の区

切 りまでを表示 します。

注)表 示は最新の記事か ら表示 され ます。古い記事か ら表示す るときは",0"を 付 け

て指定 します。(0=英 字)

[例]〉>1,0
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▽見出 し一覧

00001長 野 五 輪 世 界 カー リング連 盟 ・技術 代表 、軽 井 沢 で会 場最 終確 認

19961014夕 総202頁 写 図:Y

OOOO2長 野五 輪"白 馬 の輸 送綿密 に"ホ ドラー 氏 が強 調

19961012夕 社 会206頁 写 図:N

OOOO3[長 野 五 輪 特集]白 馬 ジャ ンプ台"改 良"「 ナガ ノ後 も視 野 に」

19961012特 集 企825頁 写 図:Y

OOOO4長 野五 輪 「セ ン トラル ・ス ク ウェア」 が市 内 中心 部 に完 成

19961006総 合101頁 写 図:Y

OOOO5「 環境 五 輪 」長 野 ヘバ トン リレハ メル か らの使 節 団 、 ゴール

19960925夕 総101頁 写 図:Y

OOOO6[長 野五 輪 特集]あ と500日 準 備着 々 、 ボ ランテ ィア研修

19960921特 集321頁 写 図:Y

次 のペ ー ジが あ ります。 〈CR>次 のペ ー ジ を出力 します。

番 号 を入 力 して くだ さい。 本文 を出力 します 。

R'質 問 、P'出 力 選択 、:fax出 力H:履 歴 、

T:期 間D'DBG:分 野F'終 了

>>1

・検索結果の見出 し一覧が表示 されます。

・見出 し一覧 には、年月 日、面名、ページな ど掲載情報 も表示 します。

・本文表示 をす るには、見出 しの先頭 にある番号を入力 します。
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▽本文表示

〉>1

00001長 野五 輪 世界カー リング連盟 ・技術代表、軽井沢で会場最終確認S

19961014夕 総2夕 刊02頁 写 図:Y執 筆 者:

種 別:主 題:81(五 輪)/85(冬 季)/80(ス ポ 一 般)

本文:世 界カー リング連盟技術代表の ロイ ・シンク レア副会長(イ ギ リ

ス)と ボー ・バ ッケ氏(ノ ル ウェー)が 十四 日午前、五輪カー リン

グ会場 とな る北佐久郡軽井沢町長倉の風越公園ア リーナ を視察に訪

れた。五輪 と、来年三月に開かれ る世界ジュニア選手権に向けた準

備状況の最終確認 が主な 目的。長野五輪組織委員会(NAOC)の

会場担当者か ら細かい説明を受けた。

両氏の視察 は三月以来二度 目。ア リーナ内の選手控室の位置な ど

、前回の来 日時に示 した会場計画か ら変更 になった点があ り、施設

全体の計画について再度確認 した。ア リーナ隣に現在建設 中で十一

月に完成予定の専用 リンクを兼ねた公園管理棟 も視察 した。

午後 に長野市へ移動。十五 日までのNAOCと の会議で、競技運

営、宿泊、輸送な ど各部 門の計画 について担当者か ら説明を受ける

。世界 ジュニア選手権の実行委員会 とも、実施計画の柱 となる 日程

次 のペ ー ジ が あ りま す 。<CR>次 の ペ ー ジ を 出 力 しま す 。

*:前 文 、R:質 問 、P:出 力 選 択 、H:履 歴 、1:fax出 力

T:期 間 、D:DB、G:分 野 、F:終 了

>〉

・番号で指定 され た記事 の内容 が表示 されます。

・再 度 見 出 し一 覧 を表示 す るに は"*"を 入 力 します
。

・新 た な検 索 をす る には"R"を 入 力 します。
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(3)FAX出 力

>>1

出力 方 法 と記 事 を選択 して くだ さい。(1:FAX,2'中 止)

>1

出力 先FAX番 号 を入 力 し、実行 キー を押 下 して くだ さい。(例:nnn-nnn-nnnn)

>0269999999:G4

>

FAXに 出力 を依 頼 しま した。(制 限 に よ り出力 され な い場 合 もあ ります)

番 号 を入力 して くだ さい。 本文 を出力 します 。

R:質 問 、P:出 力選 択 、:fax出 力H'履 歴 、

T:期 間D:DBG:分 野F終 了

>>

・FAXを 出力す るに は"1"と 入 力 します 。

・出力方法 と対象の記事番号を入力 します。

出力方法 に"1"を 指定 し、一字空けて記事番号を入力 します。

複数を指定するには記事番号を","で 区切 って入力 します。

[例]>15,7,10

・出力先 のFAX番 号 を入 力 します。

G4FAX出 力 はFAX番 号 の後 に":G4"と 入 力 します(省 略 はG3FAX)。

[FAX番 号 の指 定 例]

026-999-9999

0269999999

[G4FAX出 力 の 指 定 例]

026-999-9999:G4

0269999999:G4

・複 数 の場 所 に出力 す るには"〉"続 け けて他 のFAX番 号 を入 力 します。

"〉"の 後 に何 も入 力 せ ず に"改 行"す る とFAX出 力 の依 頼 を します
。
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一 4.2.2紙 面 デ ー タ ベ ー ス

(D質 問形式選択

、

質問形式 を選択 して くだ さい。

1.キ ー ワ ー ド2.AND3.OR4.NOT5.日 本 語 文 章 の 質 問

6.掲 載 日7.紙 面 ジ ャンル

8.面 名9.ペ ー ジ 指 定

T.期 間選択D.デ ー タベ ー ス選 択G.分 野 選択F.終 了

>>

ノ

・"7"紙 面 ジャ ンル 、"9"ペ ー ジ指定 を除 き、 内容 は記事 デ ー タベ ー ス と同様 のた め

「4.2.1記 事 デ ー タベ ー ス 」 を参 照 して 下 さ い 。

◇項目値の検索

▽紙面ジ ャンル

・紙面の性格や内容によ り11の ジャンル に区分けを してあ ります。

・経 済、社 会 、 ス ポー ツ、地 域 な ど分 野別 や特 徴別 にま とめる こ とが で きます 。

・ジャ ンル 別 の詳 細 は 「(2)ジ ャ ンル別 面 名 一覧 」 を参 照 して下 さい。

▽ページ指定

・各紙 面 のペ ー ジ を指 定 します 。

・ペ ー ジは2桁 で指 定 します 。

[例]>02(紙 面 の2貫 目を表 示)
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(2)ジ ャンル 別面 名 一覧

ジャンル 面 名

総 合 総 合1～3、 解 説総 合 、総合 企 画、 夕総1～3

経 済 経 済1～5、 株 式1～2

社 会 社 会1～4、 夕社 会1～2

ス ポ スポ ー ツ1～5

国 際 国 際1～2、 国 際解 説

地 域 北信 、北信2、 東 信 、東信2、 松 本、松 本2、 諏訪 、 諏訪2、

南信 、南信2、 東 北信 、 中南信

特 集 特集1～ 、特集 企1～ 、特 集 正1～ 、 夕特1～

文 化 文化 、 家庭1～2、 芸能 、科 学 、教育 、ガ イ ド1～2、

読書1～3、 夕 閑物1～4

ラ テ テ レ ビ1～2、 ラ ジ オ1、FM1、 夕TV1

全 広 全 広1～ 、 夕 全1～

号 外 号外1～4
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4.3信 濃毎 日新 聞記事 デー タベー スー会 員規約 内容

本規約は、会員(以 下甲)と 信濃毎 日新聞株式会社(以 下 乙)と の間の、データベース利

用 にかかわる一切の関係 に適用す る。

第1条 総 則

1.本 会 は 「信 毎 デ ー タベ ース ・ネ ッ トワー ク」 と称 し、相互 の交流促 進 を図 る と と

もに、地域 情報 化 の振 興 に寄与 す るこ とを 目的 とす る。

2.乙 は 、第4条 に定 めるサ ー ビス 内容 を 甲に提供 す る。

3.甲 は 、会 費 の支 払 い債 務 等 、 この規 約 に定 める一切 の義務 を誠 実 に履 行す る もの

とす る。

第2条 会員

1.甲 は、本規約 を承認の うえ、別途定 める手続 きに従 って利用 を申 し込み、乙の入

会承認 を得 るもの とす る。

ただ し18歳 未満の者 については、申 し込みにあた り保護者の同意を要す るもの

とする。

2.甲 は原則 として個人及び法人(団 体、企業)と す る。

第3条 料金

1.甲 は、利用の対価 として乙に対 して、別途定める料金 を支払 うもの とす る。

2.料 金 の支払いは、乙の指定す る方法 とする。

3.甲 が支払った料金は、理 由のいかんを問わず返還 しない ものとす る。

4.甲 が使用す る通信 システムの設備に関する費用、お よびアクセスするための電話

料金等は 甲の負担 とする。

5.乙 は、料金 を改定または新設す る場合は、甲に事前に通知す るもの とす る。

第4条 サ ー ビス 内容

1.サ ー ビス 内容 は以 下 に定 め る もの とす る。

(1)新 聞 記事 情報 デ ー タベ ー ス

(2)新 聞 紙面 情報 デ ー タベ ー ス

2.乙 は 、前項 に定 め るサ ー ビス以 外 のサ ー ビス を提供 す る こ とが で き る。

第5条lD、 パ ス ワー ド

1.乙 は、入会 の承認 に伴 って 、 甲にID(サ ー ビスの使 用 権識 別番 号)お よび 仮 の

パ ス ワー ド(暗 証 番 号)を 貸与 す る もの とす る。 甲のID等 は解 約 の 時点 にお い

て 乙に返還 され る もの とす る。

2.甲 は、ID等 を貸 与 され た時 点以 降 、 自己 の責任 にお いて その管 理 に 当た るこ と

とす る。

第6条 保守及び変更

1.乙 は、システムの保守点検のため、定期的または不定期にシステムの運用を一時

停止す ることがある。 この場合、事前 に会員 に通知することを原則 とし、緊急時

には予告な しに保守点検がで きる もの とする。

2.乙 が、サー ビスの内容の変更 を必要 と判断 した場合、 甲に通知することな く変更

できるもの とす る。

3.甲 は、直接 的または間接 的を問わず、乙が合理的に管理できない偶発的な事由に

よって発生 した本規約に規定す るサー ビスの履行延滞、不履行、 中断については

乙に対 しその責任 を問わない もの とす る。
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4.サ ー ビスに発生 した障害または保守点検によりサー ビスが停止、中断 した場合 に

ついて も甲は乙に対 しその責任 を問わない ものとする。

5.サ ー ビスの運用状態について甲および乙の間で疑義が生 じた場合、運用状態の点

検 を乙の定める方法で行 うものとす る。

第7条 使用上の注意

1.サ ー ビスを使用す る場合、甲は下記の注意事項を厳守す るものとす る。

(1)シ ステム侵入や破壊 を企 てた りしない こと。

(2)他 の会員 の利用 を妨害 しない こと。

(3)甲 は、 乙の提供するサー ビスを通 じて入手 したいかなる情報 も複製 ・販売 ・出

版 してはならない。

(4)パ スワー ドは 甲が 自己の責任 において慎重に管理 し、管理不十分で生 じた事故

については、すべて甲の責任 とする。

(5)甲 は、他人が甲のID・ パス ワー ドを使 って行 った通信 にかかわ る料金につい

て も乙に対 して責任 を負わなければな らない。

第8条 使用権の失効

1.甲 に下記各号に該 当す る事項が認め られ た場合、 乙はなん ら通知催告 な くして甲

のサー ビスの使用を一時停止 もしくは甲の会員登録 を抹消す ることができる。

(1)本規約 の各条項のいずれかに反す る行為。

(2)サ ー ビスの破壊 または運営を故意 に妨害す る行為。

(3)パ ス ワー ドを第三者に故意 に公開す る行為。

(4)サ ー ビスの使用権 を他人に譲渡または売買する行為。

(5)サ ー ビスを通 じ得た情報に より、人権 を侵害 した り、他人の名誉 ・プライバシ
ーを損な う行為。

(6)公序 良俗 に反 する行為。

(7)料金 を2カ 月以上滞納 した場合。

第9条 損害賠償

1.乙 は、サー ビスの利用によ り発生 した甲の損害について一切 の賠償 を行わない も

の とす る。

2.甲 がサー ビスを利用することによって、第三者に対 して損害 を与えた場合、 甲は

自己の責任 と費用 をもって解決 し、 乙には一切の迷惑をかけない もの とす る。

第10条 解約

1.甲 は、解約に先立 ち、解約 を希望する 日の1ヵ 月前までに解約す る旨の意思表示

を乙に文書で通知することによ り解約することができる。

2.契 約の終了に より、乙は 甲の会員登録 を抹消する。

第11条 合意管轄裁判所

1.甲 と乙の間で訴訟が生 じた場合 は長野地方裁判所 を合意管轄裁判所 とす る。

〔附則 〕

1.こ の規約 は 、平成9年1月1日 か ら効力 を発 す る。

2.乙 は、 甲の承 認 を得 る こ とな く本規約 を変更 す る こ とがで きる。

3.規 約 変 更 は、 甲に対 し文 書 で通 知 をす る。

一以 上 一
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禁 無 断 転 載

財団法人 データベース振興センター

東京都港 区浜松町二丁 目4番1号

世界貿易セ ンター ビル7階

TELO3-3459-8581

信 濃 毎 日新 聞株 式 会社

長野市南県町657番 地

TELO26-236-3055

有 限 会 社 協 同

長野市稲里町下氷鉋655-3

TELO26-284-2659
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